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歳出予算額 支出済額歳入予算額 収入済額

39.9％（執行率） 85.9億円（予算現額）

32.5％

27.3％

37.7％

28.9％

49.7％

30.2％

41.1％

27.2％

52.5％

42.9％

46.3億円

38.2億円

30.6億円

29.8億円

23.8億円

19.7億円

14.3億円

8.6億円

2.3億円

0.6億円

歳出予算
300億761万円

支出済額
107億3,602万円
（35.8％）

議会費
（議会の運営費など）

その他
（労働費や災害復旧費など）

商工費
（商業や観光の振興、企業誘致など）

公債費
（借金の返済）

農林水産業費
（農業、畜産業、水産業の振興など）

消防費
（消防活動や救急活動など）

衛生費
（予防接種やごみ処理など）

土木費
（道路や公園の整備など）

民生費
（高齢者や障害者支援、保育園の運営など）

総務費
（コミュニティ支援や国際交流など）

65.7％（収入率） 155.1億円（予算現額）

0.0％

32.9％

0.0％

46.5％

8.2％

55.3％

184.9％

99.4％

27.0％

28.1億円

23.3億円

22.0億円

21.2億円

19.0億円

6.4億円

6.2億円

5.8億円

13.0億円

歳入予算
300億761万円

収入済額
145億2,869万円
（48.4％）

その他
（財産収入や諸収入など）

使用料及び手数料
（市営住宅家賃など）

市債
（新たな市の借金）

国庫支出金
（道路や公園を作るための補助金など）

市税
（市民税・固定資産税など）

県支出金
（子ども医療費の補助金など）

地方譲与税等
（地方消費税などがもとになった国からの交付金）

繰入金
（貯金の取り崩し）

地方交付税
（所得税や法人税などがもとになった国からの交付金）

繰越金
（去年余ったお金）

教育費
（小中学校運営や生涯学習など）

　本市では、市の家計簿である財政の状況を、上半期と下半期に分けて、年２回公表しています。今回は令和元年
9月30日現在の予算執行状況などをお知らせします。なお、表中の金額は表示単位を四捨五入しているため、合計
額などが合わない場合があります。▶財政課☎27-8601

■市債（借入金）の残高 ■市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や学校の敷地など 351 万 8,516㎡

建物 市役所・学校など 38 万 8,187㎡

基金 財政調整基金など 182 億 5,017 万円

出資による権利 （公財）崋山会など ４億 4,745 万円

一般会計
161億4,723万円161億4,723万円

特別会計
100億736万円

土木債
23億1,382万円

教育債
23億359万円

その他（総務債・衛生債・商工債など）
4億1,049万円

公共下水道事業特別会計
72億550万円

農業集落排水事業特別会計
28億186万円

総額　262億5,348万円

臨時財政対策債
69億9,342万円

減収補てん債
15億2,075万円

減税補てん債 3億8,785万円

消防債 10億4,366万円
公営住宅債 7億4,246万円

農林水産業債 4億3,120万円

歳出

水道事業会計
9,889万円

企業会計
9,889万円

令和元年12月  広報たはら │    │2



歳出予算額 支出済額歳入予算額 収入済額

39.9％（執行率） 85.9億円（予算現額）

32.5％

27.3％

37.7％

28.9％

49.7％

30.2％

41.1％

27.2％

52.5％

42.9％

46.3億円

38.2億円

30.6億円

29.8億円

23.8億円

19.7億円

14.3億円

8.6億円

2.3億円

0.6億円

歳出予算
300億761万円

支出済額
107億3,602万円
（35.8％）

議会費
（議会の運営費など）

その他
（労働費や災害復旧費など）

商工費
（商業や観光の振興、企業誘致など）

公債費
（借金の返済）

農林水産業費
（農業、畜産業、水産業の振興など）

消防費
（消防活動や救急活動など）

衛生費
（予防接種やごみ処理など）

土木費
（道路や公園の整備など）

民生費
（高齢者や障害者支援、保育園の運営など）

総務費
（コミュニティ支援や国際交流など）

65.7％（収入率） 155.1億円（予算現額）

0.0％

32.9％

0.0％

46.5％

8.2％

55.3％

184.9％

99.4％

27.0％

28.1億円

23.3億円

22.0億円

21.2億円

19.0億円

6.4億円

6.2億円

5.8億円

13.0億円

歳入予算
300億761万円

収入済額
145億2,869万円
（48.4％）

その他
（財産収入や諸収入など）

使用料及び手数料
（市営住宅家賃など）

市債
（新たな市の借金）

国庫支出金
（道路や公園を作るための補助金など）

市税
（市民税・固定資産税など）

県支出金
（子ども医療費の補助金など）

地方譲与税等
（地方消費税などがもとになった国からの交付金）

繰入金
（貯金の取り崩し）

地方交付税
（所得税や法人税などがもとになった国からの交付金）

繰越金
（去年余ったお金）

教育費
（小中学校運営や生涯学習など）

市の家計簿を公表します
■一般会計　予算額　300億761万円

令和元年度
上 半 期

会計 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険特別会計 77 億 3,281 万円 31 億 1,051 万円 40.2％ 29 億 8,322 万円 38.6％
公共下水道事業特別会計 16 億 6,712 万円 5 億 2,695 万円 31.6％ 5 億 6,145 万円 33.7％
農業集落排水事業特別会計 7 億 3,671 万円 2 億 8,784 万円 39.1％ 2 億   957 万円 28.4％
田原福祉専門学校特別会計 １億 1,115 万円 7,746 万円 69.7％ 4,311 万円 38.8％
後期高齢者医療特別会計 8 億 1,854 万円 ２億 4,811 万円 30.3％ 1 億 5,100 万円 18.4％

計 110 億 6,633 万円 42 億 5,088 万円 38.4％   　39 億 4,834 万円 35.7％

予算区分 収入予算額 収入額 収入率 支出予算額 支出額 執行率
収益的収支 13 億 4,417 万円 5 億 5,980 万円 41.6％ 12 億 7,659 万円 3 億 3,254 万円 26.0％
資本的収支 2 億 3,872 万円 499 万円 0.2％ 6 億 3,348 万円 1,755 万円 2.8％

■特別会計

■水道事業会計

歳入
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ご
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市
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小
中
学
生
か
ら
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発
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
ま
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募
集
作
品
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ら
、最
優
秀
賞
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賞
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れ
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は
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事
業
協
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が
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る
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車
に
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ッ
ピ
ン
グ
さ
れ

ま
し
た
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ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
車
は
、市
内
の
ご

み
を
回
収
し
な
が
ら
食
品
ロ
ス
削
減

の
啓
発
に
一
役
を
買
い
ま
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▪
最
優
秀
賞

　
福
田
怜れ
い
さ
ん（
福
江
小
１
年
）

▪
優
秀
賞

　
馬
場
一い
つ
貴き

さ
ん（
田
原
南
部
小
４
年
）

　
間
宮
啓け
い
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さ
ん（
赤
羽
根
中
２
年
）

▼
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物
対
策
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☎
23‐３
５
３
８

国
土
交
通
省
が
展
開
す
る「
日
本
風

景
街
道
」に
登
録
さ
れ
て
い
る
本

市
の
渥
美
半
島
菜
の
花
浪
漫
街
道
を
市
内

外
に
広
く
周
知
し
、ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作

成
し
ま
し
た
。ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、10
月
27
日

（
日
）に
開
催
さ
れ
た
、田
原
市
民
ま
つ
り

会
場
で
の
一
般
投
票
に
よ
り
決
定
し
ま
し

た
。

▪
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
コ
ン
セ
プ
ト

　

咲
き
誇
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菜
の
花
を
モ
チ
ー
フ
に
、渥

美
半
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に
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て
続
く
国
道
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号
と
国
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２
５
９
号
を
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行
き
の
あ
る
曲
線
で
表
現

し
ま
し
た
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浪
漫
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花
が
あ
ふ
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道
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舞
台
に
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観
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振
興
や
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化
を
図
る「
渥
美
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島
菜
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花
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漫
街
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」
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目

的
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ロ
ゴ
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イ
ン
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て
い
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す
。

▼
街
づ
く
り
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進
課
☎
23‐３
５
３
５

渥
美
半
島
菜
の
花
浪
漫
街
道
と
は

　
菜
の
花
が
咲
き
誇
る
２
つ
の
メ
イ
ン

ロ
ー
ド
、国
道
42
号
と
国
道
２
５
９
号

に
よ
っ
て
渥
美
半
島
を
巡
る
お
よ
そ
60

㎞
の
ル
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
道
を
舞
台
に
、市
民
・
団
体
・
企

業
・
行
政
が
協
働
で
、美
し
い
道
づ
く
り

や
、渥
美
半
島
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た

観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
ポ
ス
タ
ー
が
ご
み
収
集
車

に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
ま
し
た

渥
美
半
島
菜
の
花
浪
漫
街
道
ロ
ゴ
マ
ー
ク

が
決
定
し
ま
し
た
！

◦ラッピングしたごみ収集車と福田さん（左から２人目）

◦決定したロゴマーク

１
０
０
６
５
７
３

１
０
０
６
５
８
３
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※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

わたしの地区の民生委員・児童委員
民生・児童委員は、住民の日常生活上の相談に気軽に応じ、福祉増進のために活動しています。任期満了に伴う改選が１２月１日付で
行われ、厚生労働大臣から委嘱（任期は３年間）されました。民生・児童委員の活動へのご理解、ご協力をお願いします。（敬称略）

▶地域福祉課☎23-3512

▪計画案の公表場所
各担当課、市役所南庁舎１階ロビー、赤羽根市民センタ
ー、渥美支所地域課、中央図書館、市ＨＰ

▶意見募集期間＝12月16日月～令和2年１月14日火

▪意見提出方法
①公表場所へ持参 ②郵便 ③ＦＡＸ ④Ｅメールのいず
れかで住所、氏名、電話番号を明記の上、提出してくだ
さい。（個々のご意見には直接回答しません）

▪田原市自殺対策計画案
本市の自殺対策の基本的な方向を示した計画を策定するものです。　
担当課▶地域福祉課 　☎23-3697  23-3545　 fukushi@city.tahara.aichi.jp

▪田原市立地適正化計画案
本市の居住と都市機能の基本的な誘導方針を示した計画を策定するものです。
担当課▶街づくり推進課　☎23-3535  22-3811　 machi@city.tahara.aichi.jp

▪第２期子ども・子育て支援事業計画・第３期田原市次世代育成支援行動計画案
本市の子育て支援の将来像の基本的な方向を示した計画を策定するものです。
担当課▶子育て支援課　☎23-3513  23-3545　 jidou@city.tahara.aichi.jp

【民生委員・児童委員】
●六連　川端邦裕（長上・久美原・浜田）／清水澄夫（百 ・々
新浜）
●神戸　鈴木真弓（川岸・サンコート）／井上悦子（漆田一
区）／河合英司（漆田二区・東赤石）／鈴木朗正（漆田三区）／深
田和枝（神戸市場・希望が丘）／本多卓寛（青津）／福井賢一（赤
松・志田・新美）／河合勤（南町・谷ノ口）／鈴木幸人（東ヶ谷）
●大草　坂本初雄（大草）／江藤巧（大草団地）
●田原東部　志手一光（相川・谷熊）／酒井修・山下裕美子

（やぐま台）／小池いつ子・髙橋純子・辻達好（豊島・御殿山）
●田原南部　大場政人・渥美成市（大久保）
●童浦　菰田美惠子（吉胡）／西薩男（木綿台・吉胡台）／
鈴木教之・牧野正孝（浦）／柴田洋（西浦）／大野照幸（波瀬・
姫見台）／藤城美好（白谷）／山田尚美（片浜・片西）／伊藤
牧夫（光崎）
●田原中部　鈴木育子（一番東）／永田則子（一番西）／長
谷鈴子（三番組）／黄木かよ（四番組東）／上谷政德（四番組
西）／河合芳輝（四番組南）／三好ひとみ（蔵王東ヶ丘）／千

進（蔵王南ヶ丘）／渥美素巳（萱町一区）／杉田奈峰美（萱
町二区）／岩本邦彦（萱町三区）／別所早苗（本町）／髙栁和
栄・牧野武廣（新町）
●衣笠　鈴木久子・田中剛・糟谷希実子（加治）／鈴木渥

（衣笠）／八重樫すみ子（八軒家）／古西久美子（藤七原）／
鈴木康世（鎌田・東滝頭）／籔本あかね（赤石）
●野田　白井洋子（芦・南）／岡本惠子（彦田・雲明・保井）／
山田通（東馬草・西馬草）／鵜飼ますみ（野田市場・今方・北海

道）／加藤和子（山ノ神・仁崎）／鳥山昌利（ほると台）
●高松　浪㟢さつき（高松新井・谷倉・東脇）／大羽秀子

（高松西脇・中村）／大羽美智子（高松一色）
●赤羽根　千倉八重子（赤羽根東）／太田文子（赤羽根中）
／安藤長（赤羽根西）
●若戸　鈴木強（池尻）／玉越昢夫（若見）／鈴木幸枝（越
戸）
●和地　河合美惠子（和地）／河合雅人（土田）
●堀切　髙瀬長男・渡會かよ子・小久保央（堀切）／山口久
和（小塩津）
●伊良湖　小林弘明（伊良湖）／齋藤治司（日出）
●亀山　本田佳世子（亀山）／田中幸子（西山）
●中山　岩瀬美智子・小川広子・荒木信二・小久保正博（中
山）／中川治久・森下政治・青山洋子・鬼頭敏代・（小中山）
●福江　山本勝文（長沢）／・神谷明・近藤秀樹・ 木登美
子・中神絹子（福江）／宮川修（新宅）／石井喜美也（向山）／
吉田有二・角谷政美・吉田市子（保美）
●清田　田中昭弘（山田）／鈴木誠（高木）／齋藤和義（折
立）／飯尾美代子・鈴木照美（古田）
●泉　千賀肇（宇津江）／永田和正・石川祐子（江比間）／渡
邉俊則（八王子）／河合さち代（村松）／渡邉德道（馬伏）／河
合恵子（伊川津）／伊藤純夫（石神）／内山正弘（夕陽が浜）

【主任児童委員】
髙崎三沙代／中神光正／河合優子／中川博文／栁原由美
／川合美和子／山下葉子

 パブリックコメント  意見募集！
１００６５６５
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　サーフィンの世界大会である２０１９ VISSLA ＩSA 
World Junior Surfing Championshipへの出場を
決めた市内在住の都築虹

な な ほ
帆さん（高松町）が山下市長

を表敬訪問しました。「この大会を目標にしてきたの
で、決定したときはうれしかった。世界一になれる
チャンス。自分のサーフィンでメダルを取りたい」と
抱負を語る都築さんに、山下市長は「日本代表に選ば
れるのは素晴らしい、がんばって」と激励しました。

世界の波を
乗りこなす！

10/21
［月］

　男女共同参画推進活動者表彰を受賞され
た森下静子さんが山下市長を表敬訪問しま
した。森下さんが会長を務める「女性会議ウ
イットＷＩＴ」は、講座やセミナーを開催し
女性の社会参画を支援してきました。また、
男女共同参画フェスティバルでは、会長とし
て男女共同参画の推進に尽力されました。

10/25
［金］

男女共同参画社会
の実現に向けて

▲「これからも地域のためにご尽力いただきたい」と激励する山下市長（写真左）と
森下さん

　田原市消防団ポンプ操法大会が赤羽根文化広場で開
催され、市内10分団から70名の団員が出場しました。
成績は次の通りです。※敬称略

【ポンプ車操法の部】優勝：南部分団2号車（松下大介、松
井一成、河合研多、佐藤優樹、大場拓哉）　準優勝：伊良湖
岬分団1号車（河合剛輝、山内達也、太田真司、細田開都、
荒木一輝）　【小型ポンプ操法の部】優勝：野田分団2号車

（加藤竜一、服部大樹、河合祥吾、河合剛志）　準優勝：赤羽
根分団3号車（大場貴公、伊藤諒二、河合宏親、杉原謙斗）

▲日本代表のユニフォーム姿の都築さん（写真右）と山下市長

訓練の成果ここに
一糸乱れぬ団結力！

10/19
［土］

▲小型ポンプ操法の部で優勝した野田分団2号車
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　地域の特産である「菊」をＰＲするため、渥
美半島菊花大会が10月29日（火）～11月5日

（火）にサンテパルクたはらで開催されまし
た。高い技術で丹精込めて育てられた大輪の
菊などが半島の秋を鮮やかに彩りました。主
な入賞者は次のとおりです。（敬称略）【内閣総
理大臣賞】河合伸二【農林水産大臣賞】永田日
出夫

半島に秋を告げる大輪
彩り鮮やかに

10/30
［水］

　田原市民まつりが田原文化会館周辺
で開催され、約3万人の来場者でにぎ
わいました。市民自身が企画したイベ
ントを中心に、ほほ笑ましい踊りイベ
ントやにぎやかなステージショー、盛
りだくさんのテント村などが開催さ
れ、晴れやかな秋空のもと、来場者は笑
顔あふれる1日を過ごしていました。

イベント盛りだくさん
市民のためのまつり

10/27
［日］

渥美農業高校と平成9年に姉妹校提携
したオランダのウェラントカレッジの生
徒ら13名が山下市長を表敬訪問しま
した。オランダ側の訪問は8年振りで、
生徒は農高の生徒の家にホームステイ
し、日本の文化体験や施設見学をし、交
流を深めました。

11/1
［金］

念願の来日
8年越しの交流

▲市役所を訪れた渥美農業高校とウェラントカレッジの皆さん

▲こども踊りで元気いっぱい踊る園児たち

▲見学に来た東部保育園の園児たち（渥美半島観光ビューロー会長賞を受賞）
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　11月２日（土）・3日（日・祝）に田原市長杯少年野球
交流大会が渥美運動公園などで開催されました。伊
勢湾口道路の早期実現を目指し、行われているこの
大会。今年は田原市から12チーム、伊勢・志摩から6
チームが参加し、熱戦が繰り広げられました。Ａブ
ロックは小

お
俣
ばた

野球スポーツ少年団（伊勢・志摩）が、Ｂ
ブロックは神戸スポーツ少年団（田原市）が優勝を果
たしました。

夢の実現へ
野球でつなぐ架け橋

11/2
［土］

　元旦のニューイヤー駅伝の予選会を兼ねる
中部・北陸実業団対抗駅伝競走大会が渥美半
島を舞台に、7区間80.5㎞で行われ、12チーム
が出場しました。地元トヨタ自動車Ａは、堂々たる
レース運びで本大会6連覇を飾りました。また、愛
知県内の高校生選抜と大学生チームも出場し、
若き力が大会を盛り上げました。

　11月4日（月・振）に吉胡貝塚資料館で第5
回縄文まつりが開催されました。ドングリ
でクッキーを作ったり、黒曜石のナイフや
土器を使って調理をしたりする「縄文料理」
体験、勾玉づくり、弓矢体験のコーナーなど
があり、縄文時代さながらの体験ができる
とあって、子どもも大人も思い出に残る1日
となりました。

11/4
［月・振］

縄文時代へ
タイムスリップ

▲弓矢体験をする子どもたちのまなざしは真剣そのものです

▲開会式では、選手を代表して二見スポーツ少年団の中西颯
そ う き

紀選手が
選手宣誓を行いました

▲2位と約2分の大差をつけてゴールへ駆け込むトヨタ自動車Ａのアンカーの服
部選手

堂々の6連覇！
日本一へいざ！

11/17
［日］
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～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　CSF対策のため10月末から飼育豚へ
のワクチン接種が開始され、CSFの感染
予防へ大きな一歩が踏み出されました。
　本市では、今年2月のCSF発生を受
け、直後からワクチン接種を県や国に対
して要請してきましたが実現に至らず、
残念なことに感染が拡大し、夏までに3
万5千頭余りを処分せざるを得ませんで
した。ワクチン接種を心待ちにされてき
た養豚農家や養豚に携わる方々にとっ
ては、ようやく出口が見えた思いではな

いでしょう
か。
　再びこう
した事態が起こらぬよう、関係機関と一
体となった防疫強化や、野生イノシシ対
策に取り組むとともに、被害を受けた養
豚農家の再建を後押しし、県内一の養
豚産地の復興を進めてまいります。
◆お詫び　
11月号のこのコーナーで駅伝大会の日付に
誤りがありましたことをお詫びします。

CSF（豚コレラ）の終息を願う

　田原市博物館企画展「山本二三展」の入場者
が1万人を達成しました。これは25年振りの
快挙で、1万人目の来場者をお祝いするため、
山下市長が駆け付けました。1万人目となっ
た森下さん（南神戸町）は「見たことのある作
品で映画のシーンを思い出し、見たことのな
い作品は映画を見たくなった」と話してくれ
ました。

二三に魅了され
1万人達成！！

11/9
［土］

　11月9日（土）・10日（日）にどんぶりサミット
in田原2019がサンテパルクたはらで開催さ
れ、約4万1000人が訪れました。昨年好評だっ
た「全国丼サミット」に続き、今年度は、石川
県・長野県をはじめ三河地域からも出店し、31
種類のご当地丼などが集まりました。収穫祭
も同時開催され、大にぎわいの2日間でした。

ふるさとの味
大集結!

11/9
［土］

▲福江高校の生徒がボランティアスタッフとして参加し、笑顔で接客したり、会場
整理をしたりしていました

▲【写真左から】記念品の図録とアニメ「天空の城ラピュタ」の背景画の額を受け
取る森下恵

めぐみ
さん、桔

きっぺい
平くん、そよ乃

の
ちゃんと山下市長
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市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

あなたの能力、まだまだ活かせます！！

シルバー人材センター
（事務局）

☎23-1438

［投稿者］

　田原市シルバー人材センターでは、健康で働く意欲のあ
る60歳以上の方を対象に、会員を募集しています。
　健康や生きがいを感じたい、知識と経験を社会のために
活かしたいという方などへ、希望に応じた仕事を紹介してい
ます。豊かな経験や技能は、現役を引退した後も、消えませ
ん。あなたの能力をもう一度、社会で活かしてみませんか。
●会員になるためには

【対象】市内に住むおおむね60歳以上の健康な方で働く意
欲のある方

【申込方法】シルバー人材センターにある申込書に必要事
項を記入の上、提出
●会員になると

【仕事】あなたの希望する仕事が見つかったら、シルバー人
材センターから連絡します。条件と都合がよければ、仕事を
開始します

【配分金】働いた仕事量や内容に応じて、配分金が支払われます
【傷害保険】会員の皆さんが安心して働けるように「シルバー保険」に加入しています
●シルバー人材センターに仕事を頼んでみませんか
草取りや草刈り、清掃、植木の手入れ、毛筆筆耕など、仕事を頼みたい方は、シルバー人材
センターにお気軽にお問い合わせください。

▲剪定作業をする会員さん

▲紙すきではがきやしおりや名刺入
れなどを作るグループの会員さん

キャラ弁
　子どもたちの遠足のお弁
当です。ハンバーガー用の
キャラパンも手作りです！！

田原町

後藤 衣子さん

［投稿者］

佐々木 大我くん
たい  が

１歳
吉胡台 渡会 紫乃ちゃん（左）

　　 菜央ちゃん（右）

し    の

な　お

２歳
田原町

４歳
田原町

　北西からの風が強くなり、ススキが風になびく
季節になりました。伊良湖岬では、鳥の群れが小
魚を狙い、その小魚を大きな青魚が狙い、その魚
を釣り人が狙います。私も釣りが趣味の夫に付
き合い、伊良湖岬へと出掛けました。
　灯台までの堤防ではたくさんの釣り人が糸を
垂らし、堤防を風除けに揺れる糸をのんびり眺め
る姿を見掛けます。田原ならではのすてきな光
景です。
　秋から青魚が旬を迎えます。青魚にはＤＨＡ・Ｅ
ＰＡなどの人の体内で作ることの出来ない必須
脂肪酸が豊富に含まれています。これらは血液
の流れを良くし、動脈硬化・心臓病・がん予防に効
果があります。脳の働きも良くするので、脳卒中や認知症の予防効果も期待できます。
　その他にもアトピー皮膚炎の改善、視力の向上も期待できます。サバなら「１日１切」を目安にといわれます
が、実際、毎日取るのは難しいですよね。だからこそ、青魚が旬の時期に積極的に食べましょう。

　私は、夫が釣ってきたサバでカレー味コールスロー乗せを作っ
てみました。焼いたサバの切り身の上にみじん切りしたキャベツや
玉ねぎなどお好みの野菜で作ったカレー味のコールスローを乗せ
ていただきます。カレーのスパイシーな香りが食欲をそそります。
　さて、先日、福江中学校の合唱祭に行ってきました。今年度4月
に伊良湖岬中学校と統合し、体育祭と合唱祭を見学してきました
が、統合による大きな混乱も見られず、生徒たちは活気に満ち溢
れていました。
　近年の少子化でこれからも学校の統合は続きますが、スムー
ズに統合が進んでいるのも関係者の方々の努力あってこそだ
と、今回、楽しそうに歌を歌っている子どもたちを見ながら、安心
と感謝の気持ちでいっぱいになりました。
　連携型中高一貫教育など新しい取り組みにチャレンジしている
福江中学校ですが、どんな時でも生徒ファーストで、子どもたち
が笑って過ごせる学校作りを期待しています。地域の保護者とし
ても、そんな元気で素直な子どもたちが、地元のおいしい食材で
大きく育って欲しいと願うばかりです。
　これからますます寒くなり、風邪、インフルエンザ、ウイルス性
胃腸炎などがはやります。皆さんも旬の冬野菜や魚を積極的に
取り、手洗い・うがいを心掛け、元気にお過ごしください。

▲釣り人でにぎわう伊良湖岬

▲サバのカレー味コールスロー乗せ

▲福江中学校の合唱祭

広報サポーター
堤田恭子
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市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
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3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）
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る60歳以上の方を対象に、会員を募集しています。
　健康や生きがいを感じたい、知識と経験を社会のために
活かしたいという方などへ、希望に応じた仕事を紹介してい
ます。豊かな経験や技能は、現役を引退した後も、消えませ
ん。あなたの能力をもう一度、社会で活かしてみませんか。
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欲のある方
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項を記入の上、提出
●会員になると

【仕事】あなたの希望する仕事が見つかったら、シルバー人
材センターから連絡します。条件と都合がよければ、仕事を
開始します

【配分金】働いた仕事量や内容に応じて、配分金が支払われます
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を釣り人が狙います。私も釣りが趣味の夫に付
き合い、伊良湖岬へと出掛けました。
　灯台までの堤防ではたくさんの釣り人が糸を
垂らし、堤防を風除けに揺れる糸をのんびり眺め
る姿を見掛けます。田原ならではのすてきな光
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　秋から青魚が旬を迎えます。青魚にはＤＨＡ・Ｅ
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脂肪酸が豊富に含まれています。これらは血液
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　その他にもアトピー皮膚炎の改善、視力の向上も期待できます。サバなら「１日１切」を目安にといわれます
が、実際、毎日取るのは難しいですよね。だからこそ、青魚が旬の時期に積極的に食べましょう。

　私は、夫が釣ってきたサバでカレー味コールスロー乗せを作っ
てみました。焼いたサバの切り身の上にみじん切りしたキャベツや
玉ねぎなどお好みの野菜で作ったカレー味のコールスローを乗せ
ていただきます。カレーのスパイシーな香りが食欲をそそります。
　さて、先日、福江中学校の合唱祭に行ってきました。今年度4月
に伊良湖岬中学校と統合し、体育祭と合唱祭を見学してきました
が、統合による大きな混乱も見られず、生徒たちは活気に満ち溢
れていました。
　近年の少子化でこれからも学校の統合は続きますが、スムー
ズに統合が進んでいるのも関係者の方々の努力あってこそだ
と、今回、楽しそうに歌を歌っている子どもたちを見ながら、安心
と感謝の気持ちでいっぱいになりました。
　連携型中高一貫教育など新しい取り組みにチャレンジしている
福江中学校ですが、どんな時でも生徒ファーストで、子どもたち
が笑って過ごせる学校作りを期待しています。地域の保護者とし
ても、そんな元気で素直な子どもたちが、地元のおいしい食材で
大きく育って欲しいと願うばかりです。
　これからますます寒くなり、風邪、インフルエンザ、ウイルス性
胃腸炎などがはやります。皆さんも旬の冬野菜や魚を積極的に
取り、手洗い・うがいを心掛け、元気にお過ごしください。

▲釣り人でにぎわう伊良湖岬

▲サバのカレー味コールスロー乗せ

▲福江中学校の合唱祭

広報サポーター
堤田恭子
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

市
民
活
動
だ
よ
り

市民の
チカラ

地
域
の
話
題

地域の
チカラ

第
16
回
あ
つ
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
集
い
を
開
催

し
ま
す
！

　　

今
年
で
16
回
目
と
な
る「
あ
つ
み
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
集
い
」。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
・
市
民
活
動
団
体
が
日
頃
の

活
動
を
発
表
し
た
り
交
流
し
た
り
し
て
、

団
体
同
士
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
一
般
の
方
々
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
、新
し
い
発
見
と
つ
な
が
り
を
広
げ

て
い
く
楽
し
い
一
日
を
過
ご
せ
る
内
容
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は「
想
い
を
形
に
」～
共

感
と
信
頼
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
！
～
で

す
。次
の
一
歩
へ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
る
新
た
な
発
見

を
し
に
、ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ

い
！

【
日
時
】

令
和
２
年
２
月
９

日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
場
所
】

渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル・ラ
ウ
ン
ジ
他

【
内
容
】

●
活
動
発
表
：
パ
ネ
ル
展
示
・
ブ
ー
ス
体

験・手
作
り
バ
ザ
ー・パ
ン・弁
当
販
売
他

●
ス
テ
ー
ジ
発
表：和
太
鼓
演
奏・混
声
合

唱・二
胡
の
演
奏・フ
ラ
ダ
ン
ス
他

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ：ピ
ア
ノ
ス
テ
ー
ジ　

●
カ
フ
ェ「
み
ん
な
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」

●
演
奏
会
：
リ
コ
ー
ダ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
・
ピ

ア
ノ

【
申
込
】不
要

【
問
い
合
わ
せ
】

あ
つ
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局（
森
下
）

　

 

０
９
０‐４
２
１
３‐０
５
９
６

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

　
中
山
校
区
は
海
と
保
安
林
、
広
大
な
農

地
に
囲
ま
れ
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
が
自

慢
の
校
区
で
す
。
校
区
の
将
来
像
と
し
て

「
心
の
和
と
輪
が
は
ぐ
く
む　

ぬ
く
も
り

安
心　
わ
が
校
区
」
を
掲
げ
、
そ
の
実
現

を
一
丸
と
な
っ
て
目
指
し
て
い
ま
す
。

▪ 

行
事
で
「
和
と
輪
」
を
育
む

　
本
校
区
で
は
、
４
月
の
桜
ま
つ
り
や
10

月
の
校
区
ま

つ
り
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な

行
事
や
取
り

組
み
を
通
じ

て
、
地
域
と

人
の
つ
な
が

り
を
大
切
に

し
て
い
ま

す
。

　
行
事
に
あ

た
っ
て
は
、

多
く
の
方
の

協
力
が
必
要

と
な
り
ま
す

が
、
人
が
つ

な
が
り
互
い

に
協
力
す
る

こ
と
で
、
地
域
へ
の
愛
着
が
高
ま
る
と
と

も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
理
解
が

深
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
校
区
ま
つ
り

で
は
、
ぬ
か
る
み
に
は
ま
っ
た
車
が
居
合

わ
せ
た
人
々
の
連
携
で
救
出
さ
れ
、
つ
な

が
り
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

▪ 

安
全
な
地
域
を
目
指
し
て

　
本
校
区
に
は

大
地
震
の
発
生

後
、
45
分
後
に

は
津
波
が
到
達

す
る
と
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
安

全
確
保
に
は
、

少
し
で
も
早
い

避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、令
和
３
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、

一
時
避
難
場
所
と
な
る
避
難
タ
ワ
ー
の
建

設
に
向
け
て
、
地
域
住
民
の
理
解
を
得
な

が
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
中
山
校
区
は
、
こ
れ
か
ら
も
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
総
務
課
☎
23‐３
５
０
４

中
山

１
０
０
６
５
７
５

◦昨年のあつみＮＰＯの集いの様子

◦桜まつりの様子

◦避難タワーイメージ（小中山保育園駐車場）

◦校区まつりの様子

▲あつみＮＰＯの集いのポスター
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　本校は、田原市の友好都市であるプリンストン市（アメ
リカ・インディアナ州）のプリンストン・コミュニティ・ハ
イスクールと、５月に調印式を行い姉妹校となりました。
豊かな自然に囲まれた美しいプリンストン市は、渥美半
島を取り巻く美しい風景ととてもよく似ています。
　本校創立70周年記念事業として新しく始まったこの
国際交流は、生徒や地域にとって素晴らしい経験をもた
らすものと期待しています。
　早速８月には本校生徒がプリンストン市を訪問し、４
名の生徒がホームステイをしながら、学校生活を送り、生
徒同士の交流を深めてきました。来年はプリンストン市
の生徒を迎えることになりました。
　今後は互いに手紙や作品、写真を交換するなど、全校生
徒を挙げての交流活動に取り組みます。

トライアスロン伊良湖大会
　９月８日（日）、伊良湖岬周辺で開催された「2019トライアスロン伊良湖大会」にボランティアとし
て参加しました。この大会には、毎年の学校行事として全校生徒・職員・ＰＴＡで取り組んでいます。
炎天下のエイドステーションでの飲料補給や、ゴール地点での計時の手伝いなどを行いました。
　また、沿道では、競技に臨む選手たちに「がんばれ！」「ファイト！」と大きな声援を送りました。

学校祭「福高祭」
　9月25日（水）に福高祭を行いました。お化け屋敷やス
タンプラリー・食品バザーなどのクラス企画、文化部によ
る発表など、趣向を凝らした催し物に校内が活気と笑顔
で溢れていました。
　また、福高祭には毎年、地域の小中学生を招待していま
す。風船でスライムを作る「風船スライム実験教室」に参
加した子どもたちは、不思議な手触りのスライムに驚き、
目を輝かせていました。

アメリカ「プリンストン・コミュニティ・ハイスクール」
新しい国際交流がスタート！ 福江高等学校

◦姉妹校調印式後の記念撮影

◦プリンストン・コミュニティ・ハイスクールのカフェテ
リアで昼食を食べる両校の生徒

◦ランの選手に水を掛ける生徒 ◦ゴール付近のボランティアの様子◦スイムを終えた選手に水を渡す生徒

◦風船スライム実験教室
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※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

表
彰

令
和
元
年
秋
の
褒
章

　
永
年
に
わ
た
る
功
績
を
称
え
ら

れ
、
次
の
方
が
褒
章
の
栄
に
浴
さ

れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▪
藍
綬
褒
章

鬼
頭
貫か
ん
じ治
（
元
田
原
防
犯
協
会

連
合
会
副
会
長
／
防
犯
功
績
／

福
江
町
）

令
和
元
年
度
食
品
衛
生
優
良

施
設
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

永
年
に
わ
た
る
施
設
の
改
善
向

上
への
努
力
が
認
め
ら
れ
、
う
お
す

み（
堀
切
町
）が
、10
月
24
日（
木
）、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

募
集

渥
美
郷
土
資
料
館
企
画
展

監
視
員   　

１
０
０
６
５
７
４

募
集
人
員：
７
名
程
度　

採
用
期

間：
令
和
２
年
２
月
１
日
～
３
月

15
日　

勤
務
場
所：
渥
美
郷
土
資

料
館　

賃
金：
時
給
９
３
０
円　

申
込
締
切：12
月
25
日（
水
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

臨
時
保
育
士
の
登
録

１
０
０
５
２
２
９

対
象：
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の

方　

採
用
期
間：
令
和
２
年
４
月

１
日
～
９
月
30
日（
更
新
あ
り
）　

勤
務
場
所：市
内
保
育
園　
賃
金：

時
給
１
１
０
０
円
、
１
２
２
９
円

ま
た
は
１
２
７
３
円　

申
込
締

切：令
和
２
年
１
月
31
日（
金
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23‐３
５
１
３

23‐３
５
４
５

田
原
市
小
中
学
校

常
勤・非
常
勤
講
師

１
０
０
６
２
６
９

募
集
教
員：
小
学
校
教
員
、中
学

校
教
員（
国
語
、家
庭
科
）　

募
集

人
員：各
１
名
程
度　
採
用
期
限：

令
和
２
年
３
月
30
日　

勤
務
場

所：市
内
小
中
学
校　
そ
の
他：来

年
度
の
講
師
登
録
も
受
付
中

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド

１
０
０
３
５
６
９

対
象：
次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す

る
も
の
①
市
内
に
住
所
が
あ
る
個

人
事
業
者
ま
た
は
そ
の
事
業
者
で

組
織
す
る
団
体
②
市
内
に
主
な
事

業
拠
点
が
あ
る
法
人
ま
た
は
団
体

内
容：
市
内
の
地
域
資
源
や
地
域

特
性
を
生
か
し
た
優
れ
た
産
品
を

「
渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
定
／
認
定
品
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
も
活
用　

申
込：
12
月
27
日（
金
）ま
で
に
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
／
申
込
用
紙
は
商
工
観

光
課
・
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
・

渥
美
支
所
、
市
Ｈ
Ｐ
で
入
手
可　

そ
の
他：
新
た
に
全
国
展
開
を
目

指
す
事
業
者
向
け
に
渥
美
半
島
た

は
ら
ブ
ラ
ン
ド
・
プ
レ
ミ
ア
ム
制

度
を
新
設
／
募
集
期
間
は
12
月
20

日
（
金
）ま
で

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

イ
ベ
ン
ト

劇
団
タ
ハ
ラ
ジ
ャ
第
29
回
定

期
公
演「
囚
わ
れ
の
マ
ル
ガ

リ
ー
タ
」

期
日：12
月
13
日（
金
）・14
日（
土
）・

15
日（
日
）　
場
所：権
現
の
森 

明

治
の
商
家　

入
場
料：
１
０
０
０

円
／
当
日
１
２
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト：電
話
に
て

▼
タ
ハ
ラ
ジ
ャ（
藤
田
）

　
０
９
０‐４
８
６
６‐１
５
６
５

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

１
０
０
１
１
３
１

日
時：
12
月
15
日（
日
）午
後
２
時

開
演（
30
分
前
開
場
）　
場
所：
渥

美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
他

内
容：【
第
１
部
】音
楽
が
つ
な
い

だ
出
会
い
【
第
２
部
】ゴ
ス
ペ
ル

甲
子
園
優
勝
!!G

ospel-M

ク

リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ
～
ゴ
ス
ペ
ル
っ

て
こ
ん
な
に
楽
し
い
!!
～　
入
場

料：
９
０
０
円
／
当
日
１
０
０
０

円　

チ
ケ
ッ
ト：
市
内
文
化
会
館

な
ど
で
販
売

▼
あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
事

務
局
（
森
下
）

　
０
９
０‐４
２
１
３‐０
５
９
６

お
し
ら
せ
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世
絵
画
の
ホ
ン
モ
ノ
・
ニ
セ
モ
ノ

講
師：
田
原
市
博
物
館 

館
長 

増

山
禎
之　
受
講
料：無
料　
申
込：

当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

第
４
回
田
原
市
芦
ヶ
池

ぐ
る
っ
と
マ
ラ
ソ
ン
大
会

１
０
０
５
８
５
６

日
時：
令
和
２
年
１
月
19
日
（
日
）

午
前
９
時
～　

場
所
：
サ
ン
テ
パ
ル

ク
た
は
ら
周
辺　
参
加
料：５
０
０

円　

申
込：
12
月
１
日（
日
）～
令

和
２
年
１
月
４
日（
土
）の
期
間
に
、

Ｈ
Ｐ（https://nishio.m

ypl.net/
article/ashigaikem

arathon_
nishio

）
に
て
／
田
原
文
化
会
館
、

新
春
凧
揚
げ 

１
０
０
４
５
３
２

日
時
：
令
和
２
年
１
月
２
日
（
木
）

午
前
10
時
～　
場
所
：
道
の
駅
田

原
め
っ
く
ん
は
う
す　

内
容
：
凧

揚
げ
、小
凧
プ
レ
ゼ
ン
ト
、餅
つ
き
他

（
天
候
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り
）

▼
道
の
駅
田
原
めっ
く
ん
は
う
す

☎
23‐２
５
２
５

大
会
・
講
座

講
座

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時：
12
月
11
日（
水
）午
前
８
時

45
分
～
９
時
30
分　

場
所：
崋
山

会
館　
内
容：研
究
の
最
前
線 

近

渥
美
運
動
公
園
に
あ
る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、用
紙

配
布
先
に
提
出
も
可
能
／
高
校
生

以
下
は
保
護
者
の
承
諾
が
必
要　

主
催：田
原
市
陸
上
競
技
協
会

▼
田
原
市
体
育
協
会
事
務
局
（
田

原
文
化
会
館
内
）

☎
22‐６
０
６
３

22‐６
４
５
５

う
つ
病
家
族
教
室１

０
０
４
２
５
７

対
象：
う
つ
病
で
治
療
中
の
方
の

家
族　

日
時
／
内
容
／
講
師：
表

の
通
り　

場
所：
豊
川
市
総
合

体
育
館（
豊
川
市
諏
訪
３
丁
目

２
４
６
番
地
）　
定
員：30
名
（
先

着
順
）　

参
加
料：
無
料　

申
込：

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
）

▼
豊
川
保
健
所

☎（
０
５
３
３
）86‐３
６
２
６

（
０
５
３
３
）89‐６
７
５
８

普
通
救
命
講
習
会１

０
０
６
５
５
１

対
象：
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方　

日
時：
令
和
２
年
１
月
18

日（
土
）午
前
９
時
～
正
午　

場

所：田
原
市
消
防
署　
内
容：心
肺

蘇
生
法
や
Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
な
ど
を

学
ぶ　
定
員：20
名
（
先
着
順
）

受
講
料：無
料　
申
込：令
和
２
年

１
月
17
日（
金
）ま
で
に
直
接
・
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
を

明
記
）　
そ
の
他：講
習
修
了
者
に

修
了
証
を
交
付
／
た
は
ら
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
田
原
市
消
防
署

☎
23‐４
０
７
５

23‐２
４
４
０

日時 内容・講師

第１回 R2／1／15水
14：00～15：30

「うつ病の理解と家族の接し方」
可知記念病院 医師 桑原高史氏

第２回 R2／1／23木
14：00～15：30

「うつ病の回復に向けて～家族が心がけ
ること～」
可知記念病院 臨床心理士 山崎靖典氏

第３回 R2／1／31金
14：00～15：30

「障害福祉サービスについて」＆家族交流会
「話してみませんか？日頃の思い」
豊川市障害者相談支援センター職員

　令和２年度および３年度の２カ年度
に、市が発注する建設工事・業務委託・物
品購入などの入札に参加を希望される
業者の方の定時申請の受け付けが始ま
ります。

▼受付期間
令和２年１月６日月～２月17日月

　申請は、インターネットを利用した電
子申請による登録となりますので、IC
カード登録などの準備をお願いします。
申請方法の詳細については、市HPをご
覧ください。

▶契約検査課☎ 23-3505　 １００3227

入札参加資格の
定時申請の受け付けが始まります

広報たはら  令和元年12月│    │15
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☎
27‐０
１
０
０

▼
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー

☎
45‐３
４
９
７

▼
渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー

☎
32‐３
３
２
２

▼
炭
生
館
☎
24‐０
１
５
１

ペ
ッ
ト
を
正
し
く
飼
い
ま
し

ょ
う　
　
　

１
０
０
３
６
７
２

▪
犬
の
放
し
飼
い
は
ダ
メ
！

　
放
し
飼
い
の
犬
が
子
ど
も
を
追

い
掛
け
て
け
が
を
さ
せ
た
り
、
犬

自
身
が
交
通
事
故
に
遭
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
鎖
な
ど
で

つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、犬
の
首
輪
に
は
必
ず
鑑
札

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

▪
猫
は
室
内
飼
育
に

　
室
内
飼
育
は
、
交
通
事
故
や
感

染
症
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

▪
ふ
ん
の
後
始
末
を
し
っ
か
り
と

　
散
歩
中
の
犬
の
ふ
ん
や
飼
育
し

て
い
る
猫
の
ふ
ん
は
、
放
置
せ
ず

に
必
ず
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
処
理

後
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
投
棄
も
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▪
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、市

町
村
で
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

だ
け
収
集
日
に
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
や
む

を
得
ず
ご
み
処
理
施
設
へ
持
ち
込

む
場
合
は
、
混
雑
解
消
の
た
め
、事

前
に
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
分
別
が
分

か
ら
な
い
と
き
は
、
廃
棄
物
対
策

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

▪
持
ち
込
め
る
ご
み
の
種
類

【
各
資
源
化
・
環
境
セ
ン
タ
ー
】

　
こ
わ
す
ご
み・紙
類
・
布
類
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類・ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル・白
色
ト
レ
イ・空
缶・小
物

金
属
・
電
化
製
品
類・発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル・
有
害
ご
み・
埋
め
る
ご

み・ガ
ラ
ス
び
ん・粗
大
ご
み（
剪

定
木・枝
類
、
草
は
赤
羽
根
環
境

セ
ン
タ
ー
の
み
）

【
炭
生
館
】

　
も
や
せ
る
ご
み

各
地
区
の
ご
み
の
収
集
日
は
、ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、各
施
設
の
年
末・年
始
の
業

務
日
に
つ
い
て
は
、19
ペ
ー
ジ「
年

末・年
始
の
業
務
に
つ
い
て
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
廃
棄
物
対
策
課
☎
23‐３
５
３
８

▼
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー

生
活

青
少
年
の
非
行・被
害
防
止

に
取
り
組
む
冬
の
運
動

12
月
20
日
金
～

令
和
２
年
１
月
10
日
金

非
行
の
芽　
は
や
め
に
つ
も
う　

み
な
我
が
子

　
イ
ベ
ン
ト
の
多
い
年
末
年
始
を

迎
え
、
開
放
感
か
ら
青
少
年
が
有

害
な
環
境
に
接
す
る
機
会
が
多
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
青
少
年
の
非
行
・
被
害
を
防
止

す
る
た
め
、
地
域
・
家
庭
・
学
校

が
一
体
と
な
り
、
青
少
年
の
健
全

な
育
成
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

実
施
事
項：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
に
よ
る
子
ど
も
の
性
被
害
の
防

止
、
不
良
行
為
な
ど
の
防
止
、
い

じ
め
・
暴
力
行
為
な
ど
問
題
行
為

へ
の
対
応
他

▼
ふ
る
さ
と
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
36‐６
６
１
４

36‐６
９
７
０

年
末
の
ご
み
処
理
は

お
早
め
に　

１
０
０
３
１
０
５

　
年
末
の
ご
み
処
理
施
設
は
、大
変

混
雑
し
、入
場
に
30
分
以
上
か
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。ご
み
は
、で
き
る

ま
す
。登
録
は
生
涯
に
１
回
、狂
犬

病
予
防
注
射
は
毎
年
１
回
で
す
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐７
４
０
１

23‐１
８
３
２

猫
の
家
族
探
し
会
を
開
催
し

ま
す　
　
　

１
０
０
４
５
３
０

対
象：
県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方　

日
時：
12
月
21
日（
土
）午
前

10
時
～
11
時
30
分
※
途
中
参
加
不

可　

場
所：
愛
知
県
動
物
保
護
管

理
セ
ン
タ
ー
東
三
河
支
所
（
豊
橋

市
神
野
新

田
町
字
京

ノ
割
50‐２
）

内
容：
セ
ン
タ
ー
に
収
容
さ
れ
た

猫
の
里
親
探
し　

持
ち
物：
身
分

証
明
書　

申
込：
当
日
、
会
場
に

て　

そ
の
他：
審
査
有
り
／
集
合

住
宅
や
借
家
で
飼
育
す
る
場
合
は

規
約
な
ど
を
持
参

▼
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン

タ
ー
東
三
河
支
所

☎（
０
５
３
２
）33‐３
７
７
７

■年末・年始の防犯対策
防犯対策を万全にして、楽
しい年末にしましょう
●侵入盗対策
・出掛ける前に必ず施錠を確認し、補助錠も
活用しましょう
・ガラスを割って侵入されるのを防ぐため、
シャッターや雨戸を閉めることも効果的です
・家には、高額な現金や貴金属を置かないよ
うにしましょう
・長期間家を空けるときには、新聞販売店に
留守中の配達中止を依頼して、留守を悟ら
れないようにしましょう
※三河田原駅前駐輪場において、自転車
の盗難が多発しています。被害の大半は無
施錠自転車です。自転車は必ず施錠しましょ
う！！

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　2019年の累計

10月

●人身14件（122件）
●負傷18人（172人）
●死亡0人（0人）
●物損105件（1056件）

●侵入盗2件（15件）
●乗物盗5件（19件）
●非侵入盗11件（62件）

●火災1件（21件）
●救急194件（2031件）

令和元年12月  広報たはら │    │16
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人
権
擁
護
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」

12
月
４
日
～
10
日
は「
人
権
週
間
」

▪
お
気
軽
に
ご
相
談
を

　

市
内
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
10
名
の
人
権
擁
護
委
員

が
い
ま
す
。
い
じ
め
や
虐
待
な
ど

の
困
り
事
、
何
で
も
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

相
談
専
用
電
話　

＊
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
☎（
０
５
７
０
）０
０
３‐
１
１
０

＊
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

（
０
１
２
０
）０
０
７‐
１
１
０

＊
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎（
０
５
７
０
）０
７
０‐
８
１
０

▪
人
権
擁
護
委
員
の
活
動

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
人
権
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
啓
発
活
動
を
行
っ

た
り
、
法
務
局
や
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
で
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
相
談
を
受

け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

啓
発
活
動
で
は
、
小
学
校
へ
出

向
き
、
人
権
紙
芝
居
を
使
っ
て
子

ど
も
た
ち
に
思
い
や
り
の
大
切
さ

を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
・
高
校
で
は
、

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
に
よ
る
い
じ
め
防
止
の
た
め
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
活
用
し
て
分
か
り

や
す
く
解

説
し
て
い

ま
す
。
企

業
で
は
、

セ
ク
ハ
ラ

や
パ
ワ
ハ

ラ
に
関
す

る
研
修
も

行
っ
て
い

ま
す
。

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
５
１
２

23‐３
５
４
５

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局
・
豊

橋
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎（
０
５
３
２
）54‐９
２
７
８

教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の
方
は

教
員
免
許
の
更
新
が
必
要
で
す

　

教
員
免
許
は
更
新
が
必
要
で

す
。
今
後
、
教
壇
に
立
つ
見
込
み

の
あ
る
方
は
、
修
了
確
認
が
必
要

で
す
。

　

教
員
免
許
更
新
講
習
が
必
要
な

方
は
、申
し
込
み
や
教
員
免
許
確
認

申
請
の
手
順
な
ど
を
、愛
知
県
教
育

委
員
会
教
職
員
課
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課

教
員
免
許
グ
ル
ー
プ

☎（
０
５
２
）９
５
４‐６
７
７
２

【
縦
覧
】東
三
河
都
市
計
画

の
変
更
案
お
よ
び
決
定
案

に
つ
い
て　

１
０
０
６
５
５
７

　

本
市
が
決
定
す
る
都
市
計
画
の

変
更
案
お
よ
び
決
定
案
を
縦
覧
し

ま
す
。ご
意
見
が
あ
る
方
は
、期
間

満
了
の
日
ま
で
に
本
市
に
対
し
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

・
用
途
地
域
の
変
更（
田
原
赤
羽

根
地
区
）

・
地
区
計
画
の
決
定（
田
原
赤
羽

根
地
区
）

・
高
度
利
用
地
区
の
変
更

日
時：
12
月
13
日（
金
）～
27
日

（
金
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分　

場
所：
街
づ
く
り
推
進
課

（
北
庁
舎
２
階
）

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入

引
換
券
の
申
請
受
付
期
限
を

令
和
２
年
１
月
31
日
ま
で
延

長
し
ま
す   

１
０
０
６
５
８
７

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
購
入

希
望
者
で
、市
民
税
非
課
税
者
の

方
は
、購
入
引
換
券
の
申
請
が
必

要
で
す
。
当
初
、申
請
期
限
は
11

月
29
日
で
し
た
が
、よ
り
多
く
の
対

象
者
に
商
品
券
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
申
請
期
限
を
令
和
２

年
１
月
31
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

対
象：市
民
税
非
課
税
者

▼
商
工
観
光
課

☎
29‐３
０
０
９

22
‐３
８
１
７

（
仮
称
）あ
か
ば
ね
こ
ど
も

園
の
整
備・運
営
を
行
う
事

業
者
が
決
定
し
ま
し
た

１
０
０
６
５
９
１

　

高
松
保
育
園･

赤
羽
根
保
育

園・若
戸
保
育
園
を
統
合
し
、「
田

原
赤
羽
根
土
地
区
画
整
理
事
業
」

の
用
地
の
一
画
に
、
新
た
に
（
仮

称
）
あ
か
ば
ね
こ
ど
も
園
を
整
備

し
、
園
の
運
営
を
行
う
民
間
事
業

者
が
決
定
し
ま
し
た
。

・
法
人
の
概
要

名
称：学
校
法
人
正
円
寺
学
園

代
表
者：理
事
長 

金
仙
宗
哲
氏

所
在
地：
豊
橋
市
牛
川
町
字
浪
ノ

上
10
番
地

　
今
後
は
、選
定
事
業
者
と
運
営
協

議
を
行
い
、令
和
３
年
度
に
新
園
舎

の
建
設
、令
和
４
年
度
に
新
こ
ど
も

園
の
開
園
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23‐３
５
１
３

23‐３
５
４
５

寄
付

　
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し

ま
す
。

▼
９
月
26
日
、
東
三
河
ヤ
ク
ル
ト

販
売
㈱
代
表
取
締
役
社
長 

高
橋

豊
彦
様
か
ら
、
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
金
１
９
２
６
円
。

▼
10
月
23
日
、
三
河
ミ
ク
ロ
ン
㈱

代
表
取
締
役　
彦
坂
直
政
様
か
ら

市
立
小
中
学
校
お
よ
び
保
育
園
の

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進
・
環
境

教
育
の
向
上
の
た
め
、
草
花
用
培

土
28
㎥
、
袋
９
３
０
袋
。

▼
10
月
25
日
、
㈱
ア
ジ
オ
カ
代

表
取
締
役 

味
岡
源
太
郎
様
か
ら
、

教
育
活
動
へ
の
支
援
の
た
め
、
書

籍
30
冊
。

 ●人権擁護委員の皆さん
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市税・料金滞納整理 強化月間実施中
　本市では、市税・各種料金などの負担の不公平を解消するため、12 月を滞
納整理強化月間とし、市職員による滞納整理を強化します。
　年末を機に、市税などの納め忘れがないか、もう一度ご確認ください。納め
忘れがある場合には、早めに納めていただくようお願いします。

Q 市税にはどのようなものがありますか？
A 市県民税、固定資産税（都市計画税含む）、軽自動車税、国民健康保険税です。
Q 税金は何に使われるの？
A 普段、皆さんが使っている道路の整備、街路灯の設置、一般・資源ごみの回収、災害用の備蓄、河川改良、救急・
消防体制の整備など幅広く役立てられています。また、国民健康保険税は、相互扶助の考えの下、自己負担外の7割分・
高額医療費などにも使われます。
Q 税金を払わないとどうなるの？
A 税財源の確保が困難となり、「まちづくり」のためのい
ろいろな事業に支障が出ます。税金を納めないと、法律に
基づき財産調査 ・滞納処分（差し押さえ）が行われる場合
もあります。また、滞納されると本税とは別に年 8.9％（令
和元年 12 月 1 日現在）の延滞金がかかります。
Q 差し押さえをされたらどうなるの？
A 預貯金、給与、生命保険等返戻金、売掛金、不動産（土
地・建物）、車・バイクなど差し押さえ物件は、公売な
どにより、未納税に充てられます。

　次の使用料なども、滞納をなくす取り組みを強化
します。
・保育料　　　　・後期高齢者医療保険料
・給食費　　　　・住宅使用料
・水道料　　　　・下水道使用料
・下水道負担金および分担金

田原市役所（代表）☎２２‐１１１１　※担当部署へおつなぎします

市職員を装った振り込め詐欺にご注意を！
市から次のような連絡をすることはありません。
○市税の還付金の受け取りのため、金融機関などのＡＴＭ（現金自

動預け払い機）の操作を求めること
○滞納している市税の納入について、金融機関などの口座を指定し

て振り込みを求めること

プ！プップップトップ！滞ッスス
納納

ストストストップ 滞ス ップトットストップ！滞納
ストップ！滞納市税・料金料金税・料金料市市税・料金市税・料金

ストップ！滞納市税・料金

ストップ！滞納市税・料金

税

償
却
資
産
の
申
告１

０
０
４
５
３
４

　

法
人
や
個
人
で
工
場
や
事
務

所
、ア
パ
ー
ト
、農
業
な
ど
を
営
ん

で
い
る
方
が
所
有
し
て
い
る
事
業

用
の
有
形
固
定
資
産
の
う
ち
、土

地
、
家
屋
、
自
動
車（
軽
自
動
車

含
む
）
以
外
の
も
の
は
、
償
却
資

産
と
し
て
固
定
資
産
税
の
課
税
対

象
と
な
り
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　

原
則
、決
算
時
に
減
価
償
却
資

産
と
し
て
計
上
し
た
も
の
は
、全
て

対
象
で
す
。

　

所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
変

更
が
な
い
場
合
や
、
課
税
標
準
額

の
合
計
が
免
税
点
未
満
で
も
、
申

告
は
毎
年
必
要
で
す
。

　

該
当
す
る
資
産
が
あ
る
場
合

は
、
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
の

所
有
状
況
を
１
月
31
日（
金
）ま
で

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書

は
12
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

▪
決
算
書
類
と
の
照
合
に
つ
い
て

　

公
平
・
公
正
な
課
税
を
行
う
た

め
、
固
定
資
産
税
に
お
け
る
償
却

資
産
は
適
正
な
申
告
が
さ
れ
て
い

る
か
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
償
却
資
産
申
告
書
と
決

算
書
の
内
容
を
確
認
し
、
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

▪
電
子
申
告
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
地
方
税
の
手

続
き
が
で
き
るｅエ

ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用

し
て
、
償
却
資
産
の
申
告
が
可
能

で
す
。
詳
し
く
はｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w

.eltax.
lta.go.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
１
０

23‐０
１
８
０

区分 償却資産の対象となる資産（例）

❶構築物 温室･育苗用ハウス、ビニールハウスやアクリルハウスな
どの各種ハウス、アパートのフェンス、駐車場の舗装 など

❷機械および装置 暖房機･消毒機･結束機･花用冷蔵庫･潅水設備・二重カーテンな
どの農業用機械および装置、産業用機械および装置 など

❸船舶 ボート･漁船 など

❹航空機 飛行機･ヘリコプター など

❺車両および運搬具 大型特殊自動車･構内運搬車 など

❻工具･器具および備品 エアコン･パソコン･机･いす･陳列ケース など

▪差し押さえ実績　　　　　　　         　　　 　   （件）
年度 預貯金 給与 保険 不動産 その他 計

平成29年度 115 2 3 2 0 122

平成30年度 176 1 7 0 0 184

令和元年度 113 0 28 0 0 141

※令和元年度の実績は10月末現在
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月　日　
 施設名・電話番号

１2 月 １月
27

（金）
28

（土）
29

（日）
30

（月）
31

（火）
1

（水・祝）
2

（木）
3

（金）
4

（土）
5

（日）

市役所 22-1111 ○ ※ 出生や死亡などの届出は、北庁舎１階の当直室にて受け付けます。 ※
赤羽根市民センター 45-3111 ○
渥美支所 33-1111 ○ 出生や死亡などの届出は、農村環境改善センター１階の事務室（日直）にて受け付けます。

（午前8時30分～午後5時15分）
田原福祉センター 23-3811 ○ ○ ○ ○
赤羽根福祉センター 45-3499 ○
あつみライフランド 33-0386 ○ ○ ○
親子交流館すくっと 23-1510 ○ ○
田原市赤羽根診療所 45-3505 ○
リサイクルセンター
炭生館（もやせるごみのみ） 24-0151 ○ ～正午 ～正午 ～正午

東部資源化センター 27-0100 ○ ○ ○ ○
赤羽根環境センター 45-3497 ○ ○ ○ ○
渥美資源化センター 32-3322 ○ ○ ○ ○
田原文化会館
総合体育館 22-6061 ○ ○
中央図書館 23-4946 ○ ○
赤羽根文化会館 45-3939 ○ ○
赤羽根図書館 45-3426 ○ ○
渥美文化会館 33-1000 ○ ○
渥美図書館 33-1114 ○ ○
ふるさと教育センター 36-6614 ○
江比間野外活動センター 37-1025 ○ ○
白谷海浜公園陸上競技場 22-7300 ○ ○
中央公園 22-0003 ○ ○
滝頭公園 22-3936 ○ ○
緑が浜公園（野球場・多目的広
場・パターゴルフ・テニスコート） 23-2663 ○ ○
交通公園 ― ○ ○
赤羽根文化広場 45-2823 ○ ○
渥美運動公園 38-0111 ○ ○
谷ノ口公園（表浜ほうべの森） 24-8901 ○ ○ ○ ○ ○
田原市博物館 22-1720 ○ ○
渥美郷土資料館 33-1127 ○ ○
シェルマよしご 22-8060 ○ ○
池ノ原会館 23-2446 ○ ○
崋山会館 22-1700 ○ ○
サンテパルクたはら 25-1234 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハローワーク豊橋・田原 24-0050 ○
田原まつり会館 22-7337 ○ ○
蔵王山展望台 22-0426 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
田原めっくんはうす 23-2525 ○ ○ ○ ○ 午前９時～午後５時 ○ ○
あかばねロコステーション 45-5088 ○ ○ ○ 午前９時～午後５時※１日のみ午前７時～ ○ ○
伊良湖クリスタルポルト 35-6631 ○ ○ ○ ○ 早朝開館の予定（時間未定）※詳しくはお問い合わせください。 

■ 年末・年始の業務について ○ 平常どおり 時間変更 休業

 ・ごみステーションの収集日は、地区ごとに異なります。詳しくは「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。
 ・サンテパルクたはらは1/8（水）に臨時休園します。

 ※土曜日の市民課時間外窓口は通常通り開設します（午前８時30分～午後0時30分）
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金 土 日

29  30 12/1
パパのための出産準備クラス
９：30～ 市内在住で初めてパ
パになる方および妊婦さん

工作 しかけカード
午後 以上

6 7 8
母乳相談
９：30～11:３0 妊産婦や卒乳
を考えている方

おはなし会
15：00～ 
おはなし会 

10：30～ 14：00～

親子田原凧づくり教室
10：00～ 以上（要予約）

13 14 15
おはなし会
14：00～ 
セルフ工作「クリスマスリース」
10：00～ 先着200名
※翌日以降も体験可能

おはなし会
10：30～ 

20 21 22
親子リトミック
１０：３０～ と保護者
母乳相談 
９：30～11:３0 妊産婦や卒乳
を考えている方

おはなし会
15：00～ 
おはなし会
10：30～ 

子ども工作教室「クリスマス」
10：00～ 先着100名

27 28 29

3 4 5

子育て支援センター
▶子育て支援課（市役所内）
☎23‐3513

◆開館時間：9：30～12：00、
13：00～17：00

◆休館日：月曜日（月曜日が祝
日の場合は翌日の火曜日）

◆対象：０～１８歳未満の児童
（小学校入学前の乳幼児は
保護者の付き添いが必要）

田原児童センター
▶田原児童センター
☎23‐4761

1001099

田原市図書館
▶中央図書館
☎23‐4946
▶赤羽根図書館
☎45‐3426
▶渥美図書館
☎33‐1114

さくらルーム
（親子交流館すくっと内）
☎23-1510

◆開放日：水曜を除く毎日
（水曜が祝日の場合は翌
平日・年末年始を除く）

◆時間：【平日】9：00～12：
00、13：00～17:00

　【 土・日・祝 日 】9 : 0 0 ～
17:00

毎日10：30～手遊び、絵本の
読み聞かせなど実施

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）
☎38-0760

◆開放日：毎週月曜日～金曜
日（祝日・お盆期間・年末年
始を除く）

※毎月 第3木曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：

00～15：30
※毎日11：15～手遊び、絵本

の読み聞かせなど実施

共通事項
◆対象：おおむね3歳までの乳

幼児とその保護者
◆利用方法：予約不要
◆出張子育てひろば：赤羽

根福祉センター（毎週火
曜日9：30～11:00）・泉市
民館（毎週金曜日9：30～
11:00）

対  

象
乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）

小学生未就園児

【期日】令和２年 1 月 3 日（金）
【場所】サンテパルクたはら　
【内容】  9：３０～　お正月遊びコーナー（3 日金～13 日月・ ）
                          ※３日（金）は午後１時～
           １０：００～　甘酒の無料サービス（先着 200 名）
　　　  １１：００～　餅つき大会（小学生以下・先着 50 名）
           餅つき大会終了後　お雑煮のふるまい（餅つき参加家族優先・先着 300 名）
           随時　キャベリンと遊ぼうなど
▶サンテパルクたはら☎25‐1234 25‐１２３５

サンテ新春フェア
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月 火 水 木

25 26 27 28

2 3 4 5
母乳相談
あつみライフランド
９：30～11:３0
妊産婦や卒乳を考えている方

チャレンジ「なわとび」  
（～８日日） 以上
のりもの

（～６日金）午前 

おはなし会
10：30～ 

9 10 絵本の読み聞かせ 11 12 
10:30～11:00 
工作 しかけカード

（～22日日）午後 以上
のりもの

（～13日金）午前 

おはなし会
10：30～、１１：００～ 

おはなしポケット
１０：3０～ と保護者
ミニクリスマス会
10：30～11:15 

16 赤ちゃんサロン 17 おはなし会 18 おはなし会 19
9：30～11:30 0歳児と保護
者 ※童浦・野田校区
おっぱいクラス
９：３０～11:30 市内在住の妊娠5
カ月以降の妊婦さん（要予約）

10：30～ 
赤ちゃんサロン
9：30～11:30 0歳児と保護者
※中部・高松・赤羽根・若戸校区（福
江・泉中学校区は同時刻にあつみ
ライフランド）

10：30～、１１：００～ 
子育て講座ハグ
１０：0０～ と保護者

子育て相談（家庭相談員）
９：30～1２:00

23 24 アイデア工作 25 26
赤ちゃんサロン
9：30～11:30
0歳児と保護者
※神戸・大草・東部・六連校区

（～27日金） 以上
赤ちゃんサロン
9：30～11:30
0歳児と保護者
※衣笠・南部校区

おはなし会
10：30～ 

30 31 R2/1/1 2

【対象】どなたでも
【日時/場所】12月21日（土）・28日（土）伊良湖発9:30便、鳥
羽発10:50便/伊勢湾フェリー船内

【内容】船旅を楽しみながら、オリジナルのペーパークラフ
トを作ろう！
【定員/参加料】各50名（先着順）/無料（別途、乗船料が必
要）

▶伊勢湾フェリー伊良湖のりば
☎35-6217

ペーパークラフト教室in伊勢湾フェリー  １００6572

【対象】どなたでも
【日時】令和2年1月11日（土）・18日（土）伊良湖発9:30便、
鳥羽発10:40便・10:50便

【場所】伊勢湾フェリー船内
【内容】ロープの結び方を学び、救命胴衣着用体験を行い
ます。（たはら巡り～なのプログラム）

【定員/参加料】各50名（先着順）/無料（別途、乗船料が必要）

▶伊勢湾フェリー株式会社
　☎（0599）26-7600

ロープワーク教室と救命胴衣着用体験  １００6222

場  

所

2019 December
イベントカレンダー 渥美図書館

赤羽根図書館
中央図書館

さくらルーム
なのはなルーム

児童センター

サンテパルクたはら
田原市博物館
すくっと12月
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

▪
歯
周
病
と
糖
尿
病

　

歯
周
病
に
な
る
と
、全
身
に
い
ろ
い
ろ

な
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と

が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま

す
。特
に
糖
尿
病
と
は
相
互
に
深
い
関
係

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。歯
周
病
に

な
る
と
、血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
イ
ン

ス
リ
ン
の
働
き
を
悪
く
す
る
物
質
が
作

ら
れ
、糖
尿
病
が
悪
化
し
て
し
ま
い
ま

す
。歯
周
病
を
治
療
し
、口
腔
内
の
環
境

が
改
善
さ
れ
る
と
、イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き

が
良
く
な
る
た
め
、糖
尿
病
が
改
善
し
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、糖
尿
病・糖
尿
病
予
備
軍
の

方
に
と
っ
て
歯
周
病
の
予
防
・
治
療
は
と

て
も
大
切
で
す
。

▪
歯
周
病
の
予
防
方
法

　

歯
周
病
を
予
防
す
る
に
は
、毎
日
の
セ

ル
フ
ケ
ア
に
よ
る
歯
垢
の
除
去
と
、か
か

り
つ
け
歯
科
医
院
で
の
定
期
的
な
歯
垢
の

除
去
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

●
セ
ル
フ
ケ
ア

　
歯
垢
の
た
ま
り
や
す
い
部
分
を
歯
ブ
ラ

シ
で
丁
寧
に
磨
く
こ
と
が
大
切
で
す
。軽
い

力
で
小
刻
み
に
歯
ブ
ラ
シ
を
動
か
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
デ
ン
タ
ル
フ
ロ

ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ

の
使
用
、舌
の
ケ

ア
、洗
口
液
を
使

用
す
る
と
よ
り
効

果
的
で
す
。

歯
周
病
予
防
と
糖
尿
病

▪
歯
周
病
と
は

　
歯
周
病
は
、歯
と
歯
茎
の
境
目
に
あ
る

溝（
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
）に
で
き
た
バ
イ
オ

フ
ィ
ル
ム（
細
菌
の
塊
）が
原
因
で
起
こ

る
感
染
性
の
病
気
で
す
。自
覚
症
状
が
な

い
ま
ま
進
行

し
、初
期
の

症
状
は
歯
肉

の
腫
れ
や
出

血
、末
期
に

な
る
と
歯
を

支
え
る
骨
が
溶
け
、歯
が
抜
け
落
ち
る
恐

ろ
し
い
病
気
で
す
。

　
進
行
し
た
歯
周
病
の
治
療
は
困
難
で
す

が
、早
期
発
見
、早
期
治
療
で
完
治
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▪
本
市
の
歯
周
病
の
状
況

　
平
成
30
年
度
の
成
人
歯
科
検
診
の
結
果

で
は
、30
代
か
ら
重
度
の
歯
周
病
疑
い
の

方
の
割
合
が
少
し
ず
つ
増
加
し
、50
代
か

ら
急
激
に
増
加
し
て
い
る
現
状
で
す
。

●❶ ●❸●❷

太ももの筋肉が硬くなると股関節の動きが悪くな
ります。また背中の筋肉ともつながっているため、
腰痛の原因となることもあります。ストレッチで太
ももの筋肉を柔らかくしましょう。
スポーツ課☎23-3531

❶あぐらの状態から、一方の足を横にくずし、足の甲をつかんで、股関節
を開くようにして、つかんだ足をお尻の後ろに回し、床に固定する。
❷足から離した手を腰に添え、逆の手を体の後ろで床に着ける。
❸息を吐きながら腰を前に押し出し、手を着いた側に上体をひねる。肩
や胸もひねり、視線もそちらに向けて３０秒間キープする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※①から③を左右で行う

137

●平成30年度　成人歯科検診の結果より歯周病の疑いがある人の割合
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認の上、受診してください　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

月　日 当直医 電話番号
12月30日（月） ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22‐6477

12月31日（火）
富永医院 ☎23‐1316
金田歯科医院 ☎24‐1800

1月1日（水・祝）
ふれあいばし診療所 ☎29‐2500
惣卜歯科医院 ☎45‐2066

1月2日（木）
藤岡医院 ☎32‐1515
かわい歯科 ☎24‐0080

1月3日（金）
おかだクリニック ☎37‐0001
田原歯科クリニック ☎23‐1626

月　日 当直医 電話番号

12月8日（日）
あつみメディカルクリニック ☎24‐2322
伊藤歯科医院 ☎22‐1104

12月15日（日）
菜の花内科クリニック ☎22‐7777
なかた歯科 ☎23‐1162

12月22日（日）
河合医院 ☎22‐6133
鈴木歯科医院 ☎32‐0239

12月29日（日）
昭和医院 ☎32‐3749
ふくしま歯科医院 ☎37‐1182

●
歯
科
医
院
の
受
診

　
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
で
定
期
的
に

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
で
、自
覚
症
状

の
少
な
い
歯
周
病
を
早
期
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。年
に
一
度
は
歯
科
医
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▪
２
０
１
９
年
度
成
人
歯
科
検
診

　

本
市
で
は
、毎
年
６
月
か
ら
翌
年
１
月

ま
で
成
人
歯
科
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。今
年
度
の
対
象
の
方
に
は
５
月
に

「
２
０
１
９
年
度
成
人
歯
科
検
診
無
料
受

診
券
」を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
５
年
に
一
度
、無
料
で
受
け
ら
れ
る
こ

の
機
会
に
検
診
を
受
け
、歯
周
病
を
予
防

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
お
知
ら
せ
】

▪
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
定
期
予
防
接
種

１
０
０
４
０
６
７

　
今
年
度
の
接
種
期
間
は
、
令
和
2
年
1

月
31
日（
金
）ま
で
の
各
医
療
機
関
の
診
療

時
間
内
で
す
。ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、

期
間
内
に
接
種
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
！

※
今
年
度
の
接
種
対
象
の
方
に
は
、
10
月

初
旬
に
個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す

　
な
お
、ま
だ
接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、

予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
再
発
行

し
ま
す
の
で
、
早
め
に
市
健
康
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
が
ん
検
診
は
お
済
み
で
す
か
？

１
０
０
３
６
７
６

　
が
ん
な
ど
の

生
活
習
慣
病
は

予
防・早
期
発

見
が
大
切
で

す
。
が
ん
検
診

は
、
症
状
の
な

い
初
期
の
段
階
で
が
ん
を
見
付
け
る
こ
と

を
目
的
に
行
い
ま
す
。
今
年
度
ま
だ
受
診

し
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　

市
内
指
定
医
療
機
関
で
は
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
の
方
は
特
定
健
診（
医
療

保
険
者
に
よ
る

健
診
）と
同
時

に
大
腸
が
ん
検

診・
前
立
腺
が

ん
検
診・
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診

の
検
査
が
で
き
ま
す
。
対
象
の
方
は
併
せ

て
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
期
間
】
市
内
指
定
医
療
機
関：令
和
２
年

１
月
31
日（
金
）ま
で　
※
胃
が
ん
検
診
の

み
令
和
２
年
２
月
29
日（
土
）ま
で　
集
団

検
診：
令
和
２
年
３
月
14
日（
土
）に
渥
美

文
化
会
館
で
行
わ
れ
る
集
団
検
診
が
今
年

度
最
後

【
場
所
】
市
内
指
定
医
療
機
関
も
し
く
は

集
団
検
診　
※
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
豊
橋

市
内
指
定
医
療
機
関
で
も
受
診
可
能

【
持
ち
物
】
受
診
券　

※
５
月
中
旬
に
郵

送
済
み

【
費
用
】
無
料　

※
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
は
自
己

負
担
２
０
０
０
円

【
そ
の
他
】
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
や

今
年
度
新
た
に
各
種
検
診
の
受
診
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
市
健
康
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

▼
健
康
課（
市
役
所
内
）　

☎
23‐３
５
１
５

▼
健
康
課（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33‐０
３
８
６

▲成人歯科検診受診券
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ストック
（花／出荷時期：11月～3月）

ウエディングブーケにもよく
使われる人気の花です。県
内１位の生産量で約１４５万
本出荷されています。

花ことば

永遠の美しさ

シクラメン
（鉢花／出荷時期：１０月～１2月）

華やかで上品な雰囲気があ
り寒い冬を彩る定番の鉢花
です。年間３３万鉢出荷され
ています。

花ことば

はにかみ、内気

農政課  ☎23-3517

花 鉢

44

今月の 12月の

を
交
え
て
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
消
防
署
が
現
場
本
部
を
設
置
し
、

訓
練
の
参
加
者
を
８
班
に
分
け
て
、
実
際
に
各

班
で
指
定
さ
れ
た
エ
リ
ア
内
を
捜
索
す
る
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
徘
徊
役
に
積
極

的
に
声
掛
け
を
す
る
な
ど
し
て
、
本
格
的
な
訓

練
が
で
き
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
大
久
保
だ
け
で
も
範
囲

が
広
い
の
で
、
本
部
や
周
り
で
捜
し
て
い
る
人

た
ち
と
の
連
携
が
大
切
だ
と
思
っ
た
」「
畑
で

仕
事
を
し
て
い
る
人
に
も
話
を
聞
く
な
ど
、
地

域
全
体
の
協
力
が
必
要
だ
と
思
っ
た
」「
捜
索

願
を
出
す
際
に
は
、
本
人
写
真
や
印
鑑
が
必
要

行
方
不
明
高
齢
者
捜
索
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

　
　
　

　
こ
の
訓
練
は
認
知
症
に
関
す
る
地
域
の
支
援

力
向
上
を
図
る
た
め
、
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

が
、
年
に
１
回
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

の
協
力
を
得
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
11
月
３
日
（
日
・
祝
）
に
田
原
南

部
市
民
館
で
、大
久
保
区
自
治
会
、民
生
委
員
、

田
原
警
察
署
、
田
原
市
消
防
署
、
市
内
介
護
保

険
事
業
関
係
者
な
ど
、
約
60
名
が
参
加
し
開
催

し
ま
し
た
。

　
当
日
の
訓
練
で
は
、
冒
頭
に
行
方
不
明
の
高

齢
者
が
発
生
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
流
れ
で

通
報
し
て
捜
索
が
行
わ
れ
る
か
な
ど
を
、
寸
劇

だ
と
知
っ
た
」

「
普
段
、
気
付

か
な
か
っ
た

が
、
訓
練
で
歩

い
て
み
る
と
捜

す
場
所
が
多

か
っ
た
」「『
ま

さ
か
、
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
』
と
い
う
場
所
に
入
り
込
ん
で
い
る

可
能
性
も
あ
る
と
聞
き
、
捜
索
の
大
変
さ
を
実

感
し
た
」（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
抜
粋
）
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
、
有
意
義
な
訓
練
を
体
験
さ
れ
た

様
子
で
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
通
じ
て
、
市

内
各
地
で
の
見
守
り
が
よ
り
積
極
的
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

☎
23‐
４
６
５
４

23‐
３
５
４
５

◆
高
齢
者
福
祉
の
手
引
◆

安
否
確
認
や
配
食
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、介

護
、各
市
民
館
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
体
操
教

室
の
情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。市
Ｈ
Ｐ

（

１
０
０
５
６
６
０
）で
検
索
す
る
と
詳
し

い
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▲声掛けの実演の様子

▲訓練の様子

令和元年12月  広報たはら │    │24



ストック
（花／出荷時期：11月～3月）

ウエディングブーケにもよく
使われる人気の花です。県
内１位の生産量で約１４５万
本出荷されています。

花ことば

永遠の美しさ

シクラメン
（鉢花／出荷時期：１０月～１2月）

華やかで上品な雰囲気があ
り寒い冬を彩る定番の鉢花
です。年間３３万鉢出荷され
ています。

花ことば

はにかみ、内気

農政課  ☎23-3517

花 鉢

44

今月の 12月の

ち
じ
く
コ
ー
ス
」
は
18

名
で
す
。
趣
味
の
レ
ベ

ル
を
上
げ
た
い
方
、
自

分
で
作
っ
た
野
菜
の
出

荷
を
検
討
中
の
方
、
す

で
に
直
売
を
さ
れ
て
い

る
方
な
ど
、
レ
ベ
ル
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
皆

さ
ん
お
互
い
に
情
報
交

換
を
し
た
り
、
教
え
合
っ
た
り
と
、
サ
ー
ク
ル
の
よ

う
な
雰
囲
気
で
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
に
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
地
産
地
消
を
推
進
し
、
安
心
安
全
な
野

菜
を
皆
さ
ん
に
届
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

▪
各
コ
ー
ス
の
内
容

１
０
０
４
５
８
８

【
野
菜
コ
ー
ス
】
年
18
回・受
講
料
５
０
０
０
円

【
い
ち
じ
く
コ
ー
ス
】
年
７
回・受
講
料
２
０
０
０
円

●
受
講
申
込：
毎
年
２
月
～
３
月
中
旬　

2
月
に
募

　
集
内
容
を
市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
予
定
。
現
在
は
、
今
年

度
の
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
（
い
ず
れ
の
コ
ー　

ス
も
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
）

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
営
農
支
援
課

☎
22‐１
１
２
６

家
庭
菜
園
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か
？

　
本
市
で
は
、
県
と
連
携
し
て
、
農
業
の
多
様
な
担

い
手
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ

の
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
「
活
き
活
き
農
業
セ
ミ

ナ
ー
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
退
職
さ
れ
た
方
や
主
婦
の
方

な
ど
向
け
に
、
趣
味
の
家
庭
菜
園
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
さ
せ
、
直
売
な
ど
へ
出
荷
で
き
る
ま
で
に
な
る
よ

う
、サ
ポ
ー
ト
を
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。「
野
菜
（
露

地
野
菜
）
コ
ー
ス
」
と
「
い
ち
じ
く
コ
ー
ス
」
の
２

コ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
実
習
を
し
な
が
ら
栽
培

技
術
が
学
べ
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
栽

培
の
基
本
的
な
知
識
と
技

術
を
県
職
員
か
ら
学
び
、

「
野
菜
コ
ー
ス
」
で
は
、

そ
れ
に
加
え
、
地
元
農

家
の
方
か
ら
、
こ
の
地
に

合
っ
た
栽
培
方
法
や
野
菜

づ
く
り
へ
の
心
意
気
な
ど
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
収
穫
に
感
謝
し
、
お
い
し
く
食
す

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
収
穫
に
感
謝
し
、
お
い

し
く
食
す
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
栽
培
技
術
だ
け
で
な

く
、調
理
実
習
な
ど
食
材
の
活
用
方
法
も
学
び
ま
す
。

今
後
は
、
よ
り
加
工
部
門
の
実
習
を
充
実
さ
せ
て
い

く
予
定
で
す
。

　
現
在
の
受
講
者
は
、「
野
菜
コ
ー
ス
」
は
21
名
、「
い ◦ナスの仕立て作業（6月）

◦いちじくの芽かき・支柱誘引作業（6月）
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キ
ャ
ベ
ゾ
ウ・か
い
く
ん
の

み
ん
な
で
取
り
組
む
防
災・減
災

32

4７

▼
年
末
に
は
防
災
の
準
備
を
！

▼
渥
美
半
島
☆
観
光
大
使
の
２
人
が
、き
ら
り
っ
！
と
光
る
田
原
市
の
観
光
資
源
を
ご
紹
介

　
こ
ん
に
ち
は
、ゆ
う
く
ん
で
す
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
で
す

ね
。年
末
の
大
掃
除
や
買
い
出
し
に
合

わ
せ
て
、防
災
グ
ッ
ズ
を
見
直
し
て
み

る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

○
家
族
で
備
蓄
品
の
確
認
を
！

　
大
掃
除
は

家
の
中
の
備

蓄
品
を
見
直

す
良
い
機
会

で
す
。家
族

で
備
蓄
品
が

ど
こ
に
あ
る

か
確
認
し
、

ど
ん
な
時
に
、ど
う
使
う
の
か
を
把
握

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
際
に
、備

蓄
品
の
使
用
期
限
や
消
費
期
限
が
切
れ

て
い
な
い
か
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、不
足
し
て
い
る
備
蓄
品
が
あ

れ
ば
、そ
ろ
え
直
し
、い
ざ
と
い
う
時

に
、い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
場
所
に
ま

と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
普
段
か
ら
余
裕
の
あ
る
備
え
を
！

　
今
年
も
多

く
の
台
風
が

日
本
列
島
に

上
陸
し
ま

し
た
。台
風

な
ど
、発
生

が
予
測
で
き

る
災
害
の
場

合
、直
前
に
な
る
と
、懐
中
電
灯
な
ど
の

照
明
器
具
や
、水・食
料
な
ど
が
売
り
切

れ
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う

な
時
に
慌
て
な
い
よ
う
に
日
頃
か
ら
余

裕
を
持
っ
た
備
え
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、台
風
が
接
近
す
る
直
前
な
ど

に
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
非
常
に
混

雑
し
ま
す
。災
害
は
い
つ
起
き
る
か
分

か
ら
な
い
の
で
、普
段
か
ら
燃
料
メ
ー

タ
ー
が
半
分
を
切
ら
な
い
よ
う
に
す
る

な
ど
、早
め
の
給
油
を
心
掛
け
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23‐３
５
４
８  

に
は「
た

は
ら
巡
り

～
な
」の

プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
つ

で
あ
る
着

ぐ
る
み
体
験
と
菜
の
花
狩
り
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

友
達
や
親
戚
が
遊
び
に
来
た
際
は
、

菜
の
花
ま
つ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、他

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
渥
美
半
島
の
周
遊
を

楽
し
ん
で
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

◎
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
の
Ｈ
Ｐ
も
よ

ろ
し
く
カ
イ
☆

１
０
０
２
１
７
６

w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

kankou/kankou/1002176.htm
l

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７　

★「
た
は
ら
巡
り
～
な
」開
催
中
!!

　
「
渥
美
半
島
を
暮
ら
す
旅
」を
コ
ン
セ

プ
ト
に
本
市
な
ら
で
は
の
48
の
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
集
め
た
観
光
体
験
博
覧
会

「
た
は
ら
巡
り
～
な
」を
令
和
2
年
3
月

31
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。電
照
菊
ナ

イ
ト
ツ
ア
ー
や
農
業
体
験
、凧
づ
く
り

体
験
な
ど
、巡
っ
て
楽
し
む
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。市
民
の
皆
さ
ん

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。体
験
や
交
流

を
通
し
て
、渥
美

半
島
の
魅
力
を
再

発
見
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

★
菜
の
花
か
ら
渥
美
半
島
巡
り
!!

　

菜
の
花
は
市
の
花
で
、渥
美
半
島
に

い
ち
早
く
春
を
告
げ
て
く
れ
ま
す
。

　

毎
年
１
月
～
３
月
は「
渥
美
半
島
菜

の
花
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
、半
島
が
菜

の
花
の
黄
色
で
染
ま
り
ま
す
。期
間
中

今
回
は
、渥
美
半
島

の
楽
し
い
巡
り
方
を

紹
介
す
る
カ
イ
☆

渥
美
半
島
を
い
っ

ぱ
い
楽
し
ん
で
欲

し
い
カ
イ
☆

▲たはら巡り～な
　ＨＰのＱＲコード

◦渥美半島菜の花まつり

◦備蓄品の一例
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日

12月▶２日月、９日月、13日金、16日月、
          23日月、28日土～３１日火
  1月▶1日水・　～4日土、６日月、1０日金、
          14日火、2０日月、２７日月

◎中央図書館工作教室
「うごいて見える！ゾートロープをつくろう」
▶日時＝12月26日（木）午後2時～3時30分（予定）
▶場所＝こどもしつ　大テーブル
▶内容＝隙間を付けた円筒の内
側に絵を貼り付けて動かすゾー
トロープ（回転のぞき絵）を作り
ます
▶対象／定員＝小学生／20名
▶持ち物＝マジックや色鉛筆な
ど絵を描くもの、はさみ、輪ゴム２
本、のり
▶参加料＝無料
▶申込＝12月10日（火）午前10時～、直接または電話に
て（定員になり次第、締め切り）※本人または家族の方
が申し込んでください
▶中央図書館　☎23-4946

◎赤羽根図書館新春企画
「司書のおすすめ、本のバラエティ貸出パック」
▶日時＝令和2年1月5日（日）午前10時～　　　
▶場所＝貸出カウンター前
▶内容＝司書が選んだ本を新聞紙で
作ったエコバッグに入れて貸し出し
ます
大人向け15袋、子ども向け12袋　
※なくなり次第終了
▶赤羽根図書館　☎45-3426

◎渥美図書館クリスマスイベント
「渥美図書館から楽しいクリスマスをプレ
ゼント！」
①セルフ工作・ぬりえ
▶期間＝12月1日（日）～24日（火）
▶場所＝階段前のテーブル付近
▶内容＝色画用紙を使ってクリ
スマスのベルを作ったり、いろい
ろなぬりえをしたりします

②おはなし会
▶日時＝12月7日（土）・14日（土）午後2時～、
21日（土）午前10時30分～
▶場所＝おはなしコーナー
▶内容＝司書、おはなし
手のひらの会による読
み聞かせや手遊びの他、
クリスマスの飾りを作
ります。
※①②とも参加費無料、
材料や道具は図書館で用意します
▶渥美図書館　☎33-1114

●中央図書館
 一　般▶12月14日土～1月9日木 「２０１９→２０２０」
 子ども▶～1２月27日金 「たのしみだね！
   クリスマス」
●赤羽根図書館
 一　般▶12月14日土～1月9日木 「おもてなし料理」
 子ども▶12月14日土～1月9日木 「１２月！
   やっぱりクリスマス！！」
●渥美図書館
 一　般▶12月14日土～1月9日木 「夢のある生活」
 子ども▶12月14日土～1月9日木 「クリスマスとお正月」

『アリエリー教授の人生相談室』
ダン・アリエリー/著　櫻井祐子/訳　早
川書房　331/ｱ

転職はすべき？なぜ結婚する？旅行は
豪華に？どの車を買う？職場のホッチ
キスがなくなった。悩んでいる人はア
リエリー教授に相談だ！

『折り紙からはじめる
ローズウィンドウ』
平田朝子/著　ブティック社　726.9/ﾋ

ローズウィンドウとは、円形のステン
ドグラス「薔

ば
薇
ら

窓
まど

」のこと。紙を数枚重
ね合せて、光の色を作り出します。初
心者にもおすすめです。

▲ゾートロープ

▲クリスマスの飾り

▲クリスマスベル
　とぬりえ

▲エコバッグ
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其の
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文化財課 　２2-1720
（博物館）　 ２２-2028

書
の
魅
力

　
皆
さ
ん
は
書
道
展
を
見
に
行
か
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。
書
道
展
に
は
書
家
が

書
い
た
漢
字
、
仮
名
、
近
代
詩
文
書
、
大

字
書
、
前
衛
書
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
書
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
書
は
筆
を

使
っ
て
墨
で
紙
に
文
字
を
書
き
ま
す
が
、

子
ど
も
の
頃
に
習
う
習
字
の
よ
う
に
手
本

の
通
り
き
れ
い
に
書
く
だ
け
で
は
な
く
、

自
分
の
思
い
を
文
字
に
込
め
る
「
書
」
と

し
て
書
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
書
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
魅
力
が
あ
り
、
じ
っ
く
り
鑑
賞

す
る
と
興
味
を
惹
か
れ
ま
す
。

　
書
道
展
で
は
漢
字
の
書
が
最
も
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
漢
字
に
は
楷
書
、
行
書
、
草

書
、
隷れ
い
し
ょ書
、
篆て
ん
し
ょ書
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
書

体
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
仮
名
の
書
や
漢
字
と
仮
名
を
組

み
合
わ
せ
た
書
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
写
真

に
あ
る
3
つ
の
書
の
よ
う
に
漢
字
や
仮
名

の
線
と
構
成
に
よ
っ
て
、
雰
囲
気
が
ま
る

で
違
い
ま
す
。
書
家
が
自
分
の
表
現
し
た

い
漢
字
や
仮
名
で
、

こ
れ
ま
で
学
ん
で
き

た
書
を
元
に
、
こ
だ

わ
り
を
持
っ
て
書
く

た
め
、
人
を
引
き
付

け
る
魅
力
あ
る「
書
」

に
な
り
ま
す
。

　
「
書
」
を
鑑
賞
す
る
に
は
、
日
展
な
ど

の
大
規
模
な
書
道
展
か
ら
、
個
人
の
作
品

を
展
示
す
る
個
展
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

が
あ
り
ま
す
。
書
道
展
以
外
で
も
、
地
元

の
学
校
や
市
民
館
に
残
る
書
家
の
書
、
書

家
が
揮き
ご
う毫
（
字
や
絵
を
か
く
こ
と
）
し
た

作
品
が
刻
ま
れ
た
石
碑
な
ど
、
書
を
見
る

機
会
が
あ
り
ま
す
。

　
郷
土
ゆ
か
り
の
書
家
と
し
て
有
名
な
の

は
、鈴
木
翠す
い
け
ん軒
（
明
治
22
年
～
昭
和
51
年
）

で
す
。
翠
軒
は
日
本
書
道
界
の
重
鎮
に
な

り
、
自
ら
の
流
派
（
翠
軒
流
）
を
打
ち
立

て
ま
し
た
。
伊
良
湖
岬
に
は
翠
軒
が
揮
毫

し
た
「
万
葉
の
歌
碑
（
麻お
み
の
お
お
き
み

続
王
の
歌
）」

や「
桃
源
」の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。他
に
も
、

城
宝
寺
の
崋
山
霊
牌
堂
に
翠
軒
ら
と
共
に

天
井
な
ど
に
書
を
揮
毫
し
た
増
山
楽ら
く
ど
う道

（
明
治
22
年
～
昭
和
46
年
）、
伊
良
湖
に
あ

る
「
柳
田
國
男
逗
留
の
地
碑
」
な
ど
を
揮

毫
し
た
高
平
泉せ
ん
ざ
ん山
（
明
治
33
年
～
平
成
9

年
）
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
書
を
残
さ
れ
た

書
家
が
郷
土
に
は
大
勢
い
ま
す
。

　
田
原
市
博
物
館
で
は
、
現
在
、
鈴
木
翠

軒
を
は
じ
め
、
郷
土
ゆ
か
り
の
書
家
の
作

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
書
の
魅
力
を
見

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

      （
学
芸
員　
清
水
俊
輝
）

◦
田
原
市
博
物
館　
平
常
展

『
田
原
の
美
術　
生
誕
１
３
０
年　
鈴
木

翠
軒
の
書
』『
田
原
の
美
術　
郷
土
ゆ
か

り
の
書
家
』
開
催
期
間
：
令
和
２
年
１

月
19
日（
日
）ま
で

◦鈴木翠軒筆　「桃源」　田原市博物館蔵

◦高平泉山筆　
「万葉集　巻1－24　麻
績王歌」
田原市博物館蔵◦増山楽道筆　「松柏寿」　

   田原市博物館蔵
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～12/5木
どんぶりサミット in 田原 2019 渥
美半島食の祭典＆収穫祭

田原市長杯少年野球交流大会

12/5木～12/19木
中部・北陸実業団対抗駅伝競走大会

自主防災会避難所開設・運営訓練

12/19木～12/31火
表浜自然ふれあいフェスティバル

三河港田原地区企業立地 50 周年
記念式典

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！
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農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
で
あ
る
石
川

昌
男
さ
ん
の
バ
ラ
園
に
て
、
バ
ラ
摘
み
体

験
を
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
バ

ラ
に
ま
つ
わ

る
話
を
聞

き
、
実
際
に

温
室
の
中
で

何
種
類
も
の

バ
ラ
の
姿
や

香
り
の
違
い

を
満
喫
し
た

後
、
お
土
産

　　
婚
活
イ
ベ
ン
ト「
旬
の
渥
美
半
島
で

　
素
敵
な
出
会
い
を
」開
催
し
ま
し
た

　
10
月
26
日（
土
）、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
渥
美
半
島
の
次

代
を
担
う
農
業
者
の
応
援
を
目
的
に
農
業

委
員
の
有
志
で
結
成
し
た
、
た
は
ら
農
業

委
員
婚
活
実
行
委
員
会
が
企
画
し
た
も
の

で
、
５
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
対

象
者
は
市
内
で
農
業
を
し
て
い
る
男
性
と

市
内
外
の
一
般
女
性
で
す
。

　
今
回
は
、
南
神
戸
町
の
表
浜
ほ
う
べ
の

森
で
、
ピ
ザ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
自
己
紹
介
で
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
参
加

者
も
、
班
ご
と
に
ピ
ザ
生
地
を
こ
ね
始
め

る
と
み
る
み
る
打
ち
解
け
、
笑
顔
が
こ
ぼ

れ
出
し
ま
し
た
。

釜
に
ピ
ザ
を
投

入
す
る
と
き
に

は
、
自
然
と
男

性
が
女
性
を
手

助
け
す
る
な
ど
、

互
い
を
思
い
や

っ
て
い
ま
し
た
。

　
昼
食
に
は
、
手
作
り
の
ピ
ザ
に
加
え
て

美
味
し
い
オ
ー
ド
ブ
ル
も
並
び
、
参
加
者

は
大
変
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
毎
回
農
業
体
験

も
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
昼
食
の
後
、

59 令和元年 12 月

☎23-3519／FAX22-3817
 1001917

に
は
豪
華
な
ブ

ー
ケ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
場

に
戻
り
、
海
を
見

な
が
ら
の
フ
リ
ー
タ
イ
ム
の
後
に
解
散
と

な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
た
ち
は
、
ま
だ

ま
だ
話
し
足
り
な
い
様
子
で
、
こ
の
後
の

予
定
を
相
談
し
な
が
ら
連
れ
立
っ
て
会
場

を
後
に
す
る
方
も
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
出
会
い
が
す
て
き
な
関
係
に

発
展
す
る
よ
う
、
委
員
一
同
心
よ
り
願
っ

て
い
ま
す
。

　今回から市内の新規就農者を
紹介します。初回は神戸町の高橋
大
ひ ろ き

葵さんです。
　高橋さんは、今年１月に新規就農
し、約2万5000㎡の畑でキャベツ
やブロッコリーを栽培しています。
畑の耕うんから出荷まで、基本的
に全て一人で仕事をしています。
　滋賀県出身の高橋さん、実家は
農家ではありませんが、自衛隊入

隊中、趣味であるサーフィンを楽しみながら農業を仕事にしたい
と考えるようになり、市内の農業法人に就職しました。ここで約6
年半働き、主にキャベツの栽培を任されました。この間に農業の
技術を身につけ、地域の方との縁で市内に畑を借りる話がまとま
り、独立して農業を始めました。
　高橋さんに農業の好きなところを聞くと、「天気など、自分では
どうにもならないことに左右されるシビアなところ」と答えてくれま
した。今後は経営面積を3万㎡まで広げ、質の良い農作物を作れ
るように、一日一日しっかり働いていきたいと話してくれました。

 ●トッピングにも個性が光ります

 ●バラ摘み体験の参加者

～新規就農者を紹介します～

vol.
1
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ゆ
と
り
あ
る
老
後
を

　
農
業
者
年
金
に
加
入
し
よ
う
！

◆
農
業
者
年
金
と
は

　

自
営
で
農
業
を
し
て
い
る
方
は
国
民

年
金
に
加
入
し
ま
す
が
、
高
齢
社
会
を
迎

え
、
長
い
老
後
の
生
活
を
考
え
る
と
そ
れ

だ
け
で
は
不
安
が
あ
り
ま
す
。
農
業
者
年

金
は
、
国
民
年
金
の
上
乗
せ
と
し
て
年
金

を
受
給
で
き
る
、
農
家
の
た
め
の
年
金
制

度
で
す
。

◆
加
入
要
件

　

加
入
に
は
次
の
三
つ
の
条
件
を
全
て

満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
あ

る
・
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い

る
・
60
歳
未
満
で
あ
る

　
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
方
な
ら
加
入
・

脱
退
・
再
加
入
も
自
由
で
す
。

※
た
だ
し
、
国
民
年
金
基
金
や
他
の
確
定

拠
出
型
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は

加
入
で
き
ま
せ
ん

◆
特
徴
と
メ
リ
ッ
ト

①
積
み
立
て
方
式

旧
制
度
と
は
財
政
制
度
が
異
な
り
、
現

在
の
農
業
者
年
金
は
自
ら
積
み
立
て
た

保
険
料
と
、
そ
の
運
用
実
績
に
よ
り
受

け
取
る
年
金
額
が
決
ま
る
積
み
立
て
方

式
で
運
用
し
て
い
る
た
め
、
少
子
高
齢

社
会
で
も
安
心
で
す
。
運
用
利
回
り
の

状
況
な
ど
で
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

②
終
身
年
金
／
さ
ら
に
80
歳
ま
で
に
死
亡

し
た
場
合
一
時
金
を
支
給

農
業
者
年
金
は
65
歳
か
ら
生
涯
支
給
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳
に
な

る
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
死
亡
し

た
翌
月
か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る

は
ず
で
あ
っ
た
年
金
（
老
齢
年
金
）
が

死
亡
一
時
金
と
し
て
ご
遺
族
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

③
公
的
年
金
な
ら
で
は
の
優
遇
措
置

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
、
下
の
表
の

通
り
所
得
税
・
住
民
税
の
節
税
に
な
り

ま
す
。

④
保
険
料
の
額
は
自
由
決
定

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標

に
向
け
て
、
月
額
２
万
円
～
６
万

７
０
０
０
円
の
間
で
１
０
０
０
円
単
位

で
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
農

業
経
営
の
状
況
や
老
後
設
計
に
応
じ

て
、
い
つ
で

も
見
直
す
こ

と
が
で
き
ま

す
。

⑤
農
業
の
担
い
手
に
手
厚
い
支
援

　
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

す
方
は
、
保
険
料
の
一
部
に
つ
い
て
国

か
ら
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◦農業者年金とその他の確定拠出年金（個人型）の主な違い

　
詳
し
く
は
、
田
原
市
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
た
は
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
総
務
課（
☎

34‐０
３
７
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

（「農業者の老後に備える農業者年金制度と加入推進」　平成 30 年度版より）

農業者年金 その他の確定拠出型年金（i
イ デ コ
DeCoなど）

運用は？ 農業者年金基金が一元的に運用 加入者が運用商品を選択

解約は？ 任意脱退はいつでも可能 原則、途中脱退はできない（農業者年金に加
入すれば強制脱退となる）

年金は？ 終身年金 ５～20年の有期年金（一部終身）

積立が元
本割れに
なった場
合は？

65歳裁定時に元本割れしていた場合に
マイナス分を補う危険準備金（付利準備
金）の仕組みがある

元本割れした場合の措置なし

事務費負
担は？

事務経費（人件費や施設費など）は国が
支出 事務経費は掛け金から支出（加入者負担）

節税メリ
ットの社
会保険控
除料は？

その年に払った保険料が「社会保険料控
除」の対象となる（所得税法第74条）

その年に支払った掛け金が「小規模企業共
済等掛金控除」の対象となる（所得税法第
75条）
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【
田
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
】
加
藤

陽
太
（
神
戸
小
）【
田
原
市
消
防
団
長
賞
】

藤
原
志
帆
（
大
草
小
）【
田
原
市
危
険
物

安
全
協
会
長
賞
】西
川
航
平（
清
田
小
）【
田

原
市
消
防
長
賞
】
佐
々
木
唯
乃
（
田
原
中

部
小
）

　

11
月
２
日
（
土
）
に
消
防
署
で
、
市
内

在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

親
子
レ
ス
キ
ュ
ー
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
17
組
の
親
子
が
参
加
し
、
消
防
職
員
が

日
頃
行
っ
て
い
る
検
索
救
助
訓
練
、
ロ
ー

プ
渡
過
訓
練
、
高
所
救
助
訓
練
や
消
防
車

試
乗
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
訓
練
を
通
じ
て
、
親
子
の
触
れ
合
い
や

消
防
業
務
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
災
害
に
遭
遇
し
た
時
の
対
応
能
力
を

養
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
訓
練
の
内
容

ひ
と
つ
ず
つ

　い
い
ね
！
で
確
認

　火
の
用
心

消太

救子

冬
号

　
今
年
で
37
回
目
と
な
る
防
火
ポ
ス
タ
ー

展
は
、
幼
少
期
か
ら
消
防
へ
の
親
し
み
と

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
育
み
、
市
内

全
域
に
火
災
予
防
啓
発
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
市
内
の
小
学
６
年
生
５
４
２

名
か
ら
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
選
ば
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

▪
最
優
秀
【
田
原
市
防
火
協
会
長
賞
】

▪
優
秀【
田
原
市
長
賞
】河
合
塁（
野
田
小
）

【
田
原
市
議
会
議
長
賞
】藤
城
咲（
童
浦
小
）

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

親
子
レ
ス
キ
ュ
ー
教
室

▲林さんの最優秀作品

神戸小学校
林　天心

【ロープ渡過訓練】
チロリアン渡過という渡り方でロープ
を渡る訓練

【消防車試乗】
救助工作車に乗り、コースを一
周する

【訓練展示】
消防職員が建物2階にいる傷病者を
応急はしごで救助する訓練を見学

【検索救助訓練】
空気呼吸器を装着し、訓練用
の煙が充満している室内から
要救助者を救出する訓練

【高所救助訓練】
６階のベランダからはしご車を
使用して要救助者を救出する
訓練
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④
物
事
の
成
り
立
っ
て
い
る
筋
道

⑤
大
名
な
ど
に
仕
え
る
武
士

⑦
燃
料
に
す
る
木
の
こ
と

⑧
幾
度
も
続
け
て
呼
ぶ
こ
と

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
、田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
12
月
31
日（
火
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

電
話
番
号
・
消
防
に
対
す
る
ご
意
見

な
ど
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数

の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す

▼
宛
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
秋
号
の
答
え　
ワ
タ
ツ
ミ
】

（
応
募
総
数
40
通
中
、正
解
39
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
12
月
25
日
と
言
え
ば

②
ぜ
い
た
く
で
、は
で
や
か
な
こ
と

③
夜
間
、勤
務
す
る
こ
と

⑥
消
防
士
は
○
○
○
の
安
全
を
守
り
ま
す

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

②
沖
縄
の
方
言
で
苦
瓜
の
こ
と

▼
消
防
署

☎
23‐４
０
７
５

23‐２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑥

③②

④

⑤

①

⑦

B

C

A⑧

D

E

　
10
月
16
日（
水
）に
消
防
署
で
救
急
隊
員

技
術
発
表
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
発
表
会
で
は
、各
署
を
代
表
す
る
救

急
隊
員
が
救
急
現
場
に
お
け
る
傷
病
者
へ

の
観
察
や
処
置
の
正
確
性
お
よ
び
接
遇
な

ど
、日
頃
の
救
急
活
動
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
　

　

ま
た
、発
表
会
に
は
渥
美
病
院
の
寺
田

副
院
長
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、実
際

に
あ
っ
た
過
去
の
事
例
を
も
と
に
、職
員

が
傷
病
者
役
を
演
じ
、通
報
か
ら
搬
送
ま

で
の
一
連
の
流
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

寺
田
副
院
長
か
ら
講
評
を
い
た
だ
き
、

今
後
の
救
急
活
動
の
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
発
表
会
に
な
り
ま
し

た
。

復刻版
救
急
隊
員
技
術
発
表
会

◦活動の様子

◦訓練開始の報告

◦活動について質問する消防職員
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好きな模様を描いて、サンタさんへのオ
リジナルポストがかわいくできましたね。

サンタさんに渡す手紙の入
れ物をがんばって作ったよ。

　　　　　　　　　　　　　わた　　  て  がみ　     い

 す　　　　　 も  よう　　   か

秋の自然が詰まったすてきなリースがで
きましたね。

あき　　　し  ぜん　    つ

評

福江保育園

朽名橙臥くん（6歳）

福江保育園

川口星玲愛 さん（5歳）

大きな牛を見て驚いた
時の気持ちが、顔の表情
に表れて、ダイナミックに
描けました。

評ユーモアと優しさを取り
入れ、作品から海の環境
を守ろうとする気持ちが
伝わります。

評 神戸小学校２年

藤田陽向くん
　  ひ   なた    

木や葉っぱや松ぼっくりを
飾るのが楽しかったよ。

神戸小学校３年

宮﨑 恋 さん
　　　　れん
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●人口と世帯数（令和元年11月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 29人 死亡 64人

転入 156人 転出 166人

増減 -45人

総人口 61,981人

男性 31,375人

女性 30,606人

世帯数 22,583世帯

※増減は10月中です

今月　納税・使用料の

水

固定資産税・都市計画税
（第３期分）

国民健康保険税
（第７期分）

後期高齢者医療保険料
（第６期分）

12月25日納期限

12月25日
水道料・下水道使用料金

（10・11月分）

口座引落日

水

水道料金のお支払いは、便利な口座振替で。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

93.5%
（48,444千㎥）

令和元年11月19日現在 ［水資源機構調べ］
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